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関する基礎的研究
上杉彰紀
1 はじめに
小稿では、南九州の縄文時代早期前葉における遺跡の分布について整理を試みる。ここでいう
南九州とは熊本県南部、鹿児島県、宮崎県中部・南部を指す。
近年、南九州では当該期の良好な遺跡の調査が相次ぎ、日本列島全体を俯厳したとき、定住生
活がいち早く成立したとの評価が行なわれている。特に雨宮瑞生氏による草創期から早期にかけ
ての一連の研究〔雨宮・松永1991、雨宮1993a・b〕が重要で、また新東晃ー氏による南九州
の早期を俯厳した「もう一つの縄文文化」という視点〔新東1995〕も列島全体における当該期
の南九州の位置づけに大きな役割を果たしている。
両氏の研究は、南九州の縄文時代早期文化の研究を強く牽引・推進したという視点から高い意
義を有しており、両氏の提示した理解を手掛かりとして、いかに南九州の早期社会を読み解いて
いくかが今後の重要課題である。
こうした視点から、小稿では南九州・早期の遺跡を空間的広がりを機軸として、近年筆者らが
進めてきた土器型式細分研究の成果〔上杉2000·2003、上杉• 深野印刷中〕をもとに時系列的
に捉えることによって、果たして南九州の早期社会とはどのような空間的広がりの中で推移して
きたのか検討することとしたい。
しかし、こうした大きな課題を標榜するものの、遺跡調査の現状はさまざまな制約を生じせし
めている。南九州における早期の遺跡数は、近年の調査によって著しく増加しているが、依然と
して内陸の山間部では調査の手がまった＜及んでいない地域もあり、現在確認しうる遺跡の分布
は各地域• 各市町村での遺跡調査の現状によって大きく規制されたものとなっている。内陸の山
間部にも良好な遺跡が存在することは、例えば東・西九州自動車道の建設に伴う調査成果が如実
に示しているところである。
したがって、小稿はあくまでも現状の遺跡分布の傾向をまとめるものであるが、従来の研究で
は遺跡分布論がほとんど展開されていない状況を念頭に置けば、今後の研究を伐り拓く上での一
つの方向性を提示することは可能と考える。この点をご理解いただければ幸いである。
2 南九州•縄文時代早期前葉における土器型式の概要
本章では、既往の土器型式編年研究および筆者らが提示してきた土器型式細分の研究成果をも
とに、早期前葉の土器型式を概観する（第1,.._,3図）。なお、本稿で早期前葉として位置づけたの
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は、水迫式土器から石坂式土器にかけてである。依然として、南九州の土器型式と北部九州、本
州島の土器型式との厳密な併行関係についてはさらなる検討を必要としているが、南九州におい
て押型文土器の存在が確実な下剥峰式・桑ノ丸式以前を早期前葉として位置づけることとした
し)0
①水迫式土器
水迫式土器は、指宿市水迫遺跡の第7層において出土した土器で、隆帯文土器と岩本式土器を
出土する層準に挟まれて出土していること、およびその形態的特徴から隆帯文土器と岩本式土器
の間に位置する土器型式として設定されたものである〔下山・鎌田1999、下山ほか2000、下山
編2001・2002〕。水迫遺跡出土資料の検討をもとに I類およびI類が設定されている。
. I類 口縁部が内彎し、貝殻殻頂部による押圧を肥厚する口唇部に施し、その下部の口縁部外
面に貝殻腹縁刺突線文を 2,._, 3段施す。
. I類 口縁部が外反気味に直立し、口唇部に棒状工具押圧による刻目を施し、その下部の口縁
部外面に貝殻腹縁による押引文を施す。
なお、水迫式土器と岩本式土器の中間的様相を示す資料もあり、両者を明確に分類することが
困難な資料も存在している。典型的な水迫式土器の出土例は必ずしも多いとはいえないが、将来
的に水迫式土器から岩本式土器への変遷を見据えた型式学的検討が必要と考える。
②岩本式土器
岩本式土器は指宿市岩本遺跡出土資料をもとに設定された型式で〔長野1984、新東1989〕、
岩本遺跡の正式報告書において長野真一氏によって、以下のように古段階と新段階が設定されて
いる。
「・古段階 先行する隆帯文土器群と密接な関係を成す土器と、口縁部に横位の貝殻刺突線文が
施され、刺突部周辺に肥厚帯を生じ、前段階土器文化の系譜を残している。
• 新段階 口縁部の刺突は、 2,._, 3筋の貝殻腹縁により縦位ないし斜位に連続して施される。」
〔長野編1996:261頁〕
また、長野氏の細分案とは別に筆者は表面調整の変化に着目し、後続する前平式土器との関係
から以下のように細分案を示している〔上杉2000〕。
・古段階 ハケメ状の細い平行条線を器面に残すか、あるいはナデ調整によって仕上げるもの。
•新段階 貝殻条痕が器面に比較的明瞭に施される段階。前段階のナデ調整が省略されることに
よる。
岩本式土器の細分は、隆帯文土器や水迫式土器との関係、また前平 I式土器との関係を見据え
つつ、改めて検討する必要性を感じており、ここではひとまず岩本式土器を一括して扱うことと
する。
③前平式土器
前平式土器は鹿児島市前平遺跡の出土資料をもとに設定された型式であるが〔河口1955〕、南
九州で出土する前平式土器とされる資料を俯廠すると、次の I,.,_,IV式に細分することが可能であ
る〔上杉・深野印刷中〕。
• 前平 I式 口縁部に貝殻腹縁刺突文を 2段羽状に施すもの。成形・調整は丁寧に行なわれる。
内面は条痕調整＋ナデ調整を基本とする。
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第2図 南九州早期前葉の型式分類・編年表②
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皿式
志風頭式
吉田式
20cm 
• 前平I式 口縁部に貝殻腹縁あるいはヘラ状工具による刺突文を 1段に施すもの。成形・調整
は比較的丁寧。内面は条痕調整＋ナデ調整、またはケズリ調整。
• 前平m式 口縁部に貝殻腹縁あるいはヘラ状工具による刺突文を 1段ないし 2段に施すもの。
ロ縁部が波状を呈するものが稀に存在する。内面は粗雑なケズリ調整によって仕上げる。
• 前平w式 口唇部に明確な平坦面をつくって刻目を施し、口縁部に貝殻腹縁あるいはヘラ状工
具による刺突文を 1段ないし 2段施文するもの。胴部に部分的に施文を行なう例とともに、口縁
部を波状に仕上げる例や角筒形の器形が存在する。内面は前平m式に比較すると丁寧なケズリ調
整によって仕上げる。
④志風頭式土器
志風頭式土器は従来前平式土器の範疇で捉えられていた資料のうち、胴部にも施文を施す資料
を分離し、南九州各地の出土資料の検討をもとに設定した型式で、比較的まとまった資料が得ら
れている加世田市志風頭遺跡の名を冠して志風頭式土器としている〔上杉2000・2003、上杉・
深野印刷中〕。
各地の資料を検討する中で、上記の前平W式と後続すると考えられる加栗山式土器との比較か
ら仮説的に次の I,-., 皿式に細分している。なお、いずれも円筒形・角筒形を含み、内面はケズリ
調整によって仕上げる。
• 志風頭 I式 2 ,-.,3肋の貝殻工具腹縁による波状平行沈線文あるいは縦方向の刺突文を施すも
の。
・志風頭I式 I式の文様構成に加えて、貝殻腹縁刺突線文を加えるもの。
・志風頭皿式 口縁部には貝殻工具腹縁による縦位の刺突文を 1段ないし 2段に施すが、胴部は
貝殻腹縁刺突線文のみのもの。
以上が志風頭式土器の細分案であるが、本稿では志風頭式土器として一括して集成・検討して
いる。
⑤加栗山式土器
加栗山式士器は、加世田市桁ノ原遺跡の報告〔新東編1977〕において6類として分類された
ものを、長野真一氏が「加栗山タイプ」〔長野1984〕、新東晃ー氏が「知覧式土器」〔新東1988〕
と呼んだものに相当し、前迫亮ー氏が「加栗山式土器」と呼ぶべきと提唱したこと〔前迫1993〕
に準ずる。黒川忠広氏および筆者が検討するように〔黒川2002、上杉2003〕、先行する志風頭
式土器と後続する吉田式土器との関係から、仮説的に次の I"'皿式に細分することができる。
• 加栗山 I式 直口円筒形の器形を有し、外面に貝殻腹縁刺突線文による間隔の広い文様を施す
もの。紐状の貼付突起を有するものがある。
• 加栗山I式 直口円筒形の器形を有し、 I式に比較すると密な貝殻腹縁刺突線文を施すもの。
楔形の貼付突起を有するものがある。
• 加栗山皿式 緩やかに外反する口縁部を有し、 I式よりも密な貝殻腹縁刺突線文を施すもの。
I式同様、楔形の貼付突起を有する例を含む。
以上のように細分が可能であるが、 I "'皿式にかけての変化は漸移的であり、あくまでも変化
の方向性を把握するために典型資料をもとに筆者が設定したものである。次章以下で検討するよ
うに、加栗山 I式段階の資料がきわめて稀薄であるのは、こうした事情に起因する可能性が高い。
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第 3図 南九州早期前葉の型式分類・編年表③
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実際、胴部の小破片のみでは判別が困難な場合が多く、なお細別型式の内容の検討の必要性を残
している。したがって、集成表ではひとまず筆者の判断を示したが、以下の検討では明らかに判
別が可能な例を除いて加栗山式土器として一括して論じる部分があることを明記しておく。
⑥吉田式土器
吉田式土器は吉田町大原遺跡から出土した資料をもとに河口貞徳氏によって設定された型式
で、石坂式→吉田式→前平式という変遷を推定する河口氏は前後型式との関係から吉田式土器を
I ,._,皿式に細分するが〔河口1989〕、前平式→吉田式→石坂式という逆転編年案が妥当性をもつ
現在、前迫亮ー氏が指摘するように〔前迫1993・2003〕、河口分類を逆に読み替えて吉田 I"-" 
皿式と設定することが適切であろう。その変遷過程については筆者が検討したように、次のよう
にまとめることができる〔上杉2003〕。
• 吉田 I式古段階 口縁部が外反する器形を呈し、口縁部外面には楔形突起を加栗山皿式に比し
て狭い間隔で貼りつける。その結果、楔形突起間の刺突線文は消滅する結果となり、楔形突起施
文帯の下位に密接した縦位の貝殻腹縁刺突線文が施される。
• 吉田 I式新段階 口縁部が外反し、口縁部外面に楔形突起を密接させて施すもの。胴部には横
位の貝殻腹縁押引文を縦位に密接して施す。
• 吉田I式 楔形突起が消滅する段階。古い段階には楔形突起を擬似的に表現する刺突文が存在
するが、新しい段階には楔形突起を意識しない刺突文主体へと変化する。さらに数段階に細分が
可能と考えられる。
• 吉田皿式 I式の段階までは、口縁部には横位の刺突線文帯と縦位の刺突文帯の 2段からなる
文様帯が存在したが、この段階には横位の刺突線文帯のみになる。前迫亮ー氏が吉田式と石坂式
の過渡的様相を示すものとして設定した倉園B式土器〔前迫1993〕との差異は漸移的で、胴部
の押引文が単なる横方向の条痕へと変化する現象が両者の間にみられる。なお、この吉田皿式は
新東晃ー氏のいう岩之上式土器〔新東1989〕に相当する。
⑦石坂式土器
石坂式士器は、知覧町石坂上遺跡の出土資料をもとに河口貞徳氏が設定した型式で〔河口
1955〕、前迫亮ー氏によって I式と I式に細分されている〔前迫1993・2003〕。前迫氏による
設定内容に、筆者自身の検討〔有川・上杉編2003〕を加えると、それぞれは次のように定義さ
れる。
• 石坂 I式 口縁部が肥厚して外反し、口縁部外面に1段ないし 2段羽状の貝殻腹縁刺突文を施
す。次第に口縁部の肥厚が弱くなり、直口気味へと変化する。胴部には貝殻腹縁による綾杉状条
痕文を施す。緩やかな 2単位の波状口縁を有するものがある。変化は漸移的であるが、段階とし
ての細分はなお可能と考えられる。
• 石坂I式 口縁部が肥厚せず、直口円筒形の器形を呈するもの。口縁部外面には主として縦方
向ないし斜め方向の貝殻腹縁刺突文を1段に施す。胴部には I式同様綾杉状条痕文を施す。口縁
部に 2個一対と考えられる突起を有する資料が一般的にみられる。
以上が、いわゆる「南九州・早期貝殻文円筒形土器」の系譜に位置づけて理解されてきたもの
であるが、これとは異なる系譜に由来する土器も存在している。このうち政所式土器と中原式土
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器は外来系という理解が与えられてきたが、近年の調査によって南九州にも広く分布することが
明らかになりつつあり、必ずしも「外来系」という用語は適切ではない。以下、「別府原式土器」
も加えてそれぞれの内容を概観する。
⑧政所式土器
政所式土器は、大分県直入郡荻町に所在する政所馬渡遺跡から道路工事中に出土した完形大の
尖底土器に対して与えられた名称で〔賀川1960〕、当初は早期後半の土器型式として位置づけら
③ 
れていたが、木崎康弘氏による「中原I式土器」としての中原式土器群への編入〔木崎1996・
④ 
1998〕を経て、現在は早期前葉の型式として理解されている。その特徴は、全体の器形が尖底
ないし小さな平底の砲弾形を呈し、丁寧にミガキ調整あるいはナデ調整によって仕上げたのち、
口縁部外面に縦方向の貝殻腹縁刺突文を施すというものである。この定義の枠組みにおいて、さ
らなる細分が可能と考えられるが、本稿では一型式として捉えておく。
⑨中原式土器
中原式土器は、木崎康弘氏によって設定された土器型式で、先述の政所式土器を含めて I"'V 
式に分類されている〔木崎1996・1998〕。それぞれは次のように定義される。
「・中原 I式 貝殻腹縁による連続刺突文が、口縁部近くの狭い範囲に施文される土器。
• 中原I式 貝殻腹縁による連続刺突文が、口縁部から胴部上位に施文される土器。
• 中原皿式 貝殻腹縁による押引文が、口縁部から胴部上位に施される士器。
• 中原IV式 貝殻腹縁による条線文が施される土器。
• 中原V式 胴部器面の広い範囲に貝殻腹縁による条線文が施文される土器。縦施文と横施文
が複合されている。」〔木崎1996〕
⑤ 
このうち中原 I式は狸谷遺跡や村山闇谷遺跡の資料の一部が相当するが、政所式に相当する中
⑥ 
原I式と中原皿式の間にはなお型式学的懸隔があることから、ひとまず中原 I・II式と中原皿～
V式は分けて考えた方が適切である。ただし、大局的にみた場合政所式と中原皿"'V式は系譜を
同じくするとともに、政所式→中原皿式という時系列的変化の方向性があることは筆者も首肯す
るところである。これらの土器群については改めて検討の機会を設ける必要があり、本稿ではひ
とまず政所式、中原皿 ・IV・V式として集成し、検討することとした。型式名称に一貫性を欠く
という不適切な点については御寛恕願いたい。
ところで、皿式からV式にかけての変化には、小さな平底を有する砲弾形の器形から大きな平
底を有する直口円筒形の器形への変化と、外面の横位条痕文の多段化すなわち条痕文帯の幅広化
という 2つの方向性がみられるが、その変化は漸移的である。なお、外面の条痕文帯以下および
内面を丁寧なミガキ調整によって仕上げるという点は、政所式以降の製作工程• 技法上の特徴と
して捉えることができる。
⑩別府原式土器
別府原式土器は、かつてより宮崎県南部を中心に出土することが知られ、「前平式系土器」と
いう名称が便宜的に与えられていたが、前平式土器とは異なる土器であることが明瞭であること
から独立した型式の設定の必要性が指摘されてきたもので〔黒川2000〕、森田浩史• 金丸武司両
氏によって良好な資料が出土した西都市別府原遺跡の名を冠して「別府原タイプ」と設定されて
いる〔森田• 金丸編2003〕。そこでは十分な型式内容および編年的位置づけを経ていないとして
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「別府原タイプ」という仮説的名称が付与されているが、筆者は宮崎県内の良好な資料の実見・
検討を経て、「別府原式」土器として設定することが可能と判断し、ひとまず次の I,._, I式を提
示する。
•別府原 I 式 小さな平底を伴う直口砲弾形の器形を呈し、口縁部の狭い範囲に貝殻腹縁による
押引状刺突文をめぐらすもの。
• 別府原I式 緩やかに外反する口縁部を有し、口縁部外面に貝殻腹縁による押引状刺突文を施
すもの。
•別府原皿式 大きく外反する口縁部を有し、口縁部外面に施文を施さないもの。
なお、いずれも胴部外面には底部付近を除いて丁寧な貝殻条痕を斜位に施し、胴部内面は細か
なミガキ調整によって仕上げるという特徴を有している。また、底部は小さな平底を基調として
いるが、その作出にあたっては、丸底あるいは尖底気味に底部を成形したのち、その外縁に粘土
を貼りつけるという工程を経ている。ミガキ調整や小さな平底を有するという特徴は政所式およ
び中原I式の一部（すなわち古段階）に共通する要素であり、これらの土器群との強い関連性を
窺うことができる。
3 小地域別の検討
前章での土器型式分類案をもとに、南九州を I------XXIVの小地域に区分し、各小地域内の遺跡
における土器型式の消長を検討していくことにする（第4---7図）。小地域の設定にあたっては、
地形区分や水系もある程度考慮に入れたが、むしろ遺跡の粗密を視覚的に把握した部分が大きい。
すなわち、ここで重視したのは、近接する遺跡間での土器型式の出土のあり方を比較するという
意図である。
また、個別遺跡の土器型式の様態を整理するにあたっては、遺跡の利用パターンという観点か
ら次の 2類型を設定した。
・単期型 土器型式の存否にみる遺跡利用が一土器型式内でとどまるもの。ただし、 1型式以上
の断絶を経て再度一土器型式内での利用がみられる場合もこの単期型としている。
・継続型 2型式以上の土器型式にまたがって遺跡の利用が認められるもの。
便宜上このように分類するが、単期的利用に分類される場合でも一土器型式の年代幅の中で継
続的ないし断続的に利用されている可能性もあれば、継続的利用としたものでも繰り返し遺跡へ
の出入が行なわれている可能性もある。これは我々が認識しうる土器型式という時間的物差しの
限界性であるが、少なくとも型式学的な認識の上ではこれら 2つの類型は異なる遺跡利用パター
ンを示している蓋然性が高く、限界性を承知しつつもこの点を重視して以下の検討を進めていく
こととしたい。
①第 1地域
この地域は現在の出水市・阿久根市を中心とする地域である。この地域では、確認されている
遺跡の数はきわめて少なく (2遺跡）、かつ出土土器数も限られているため、検討が難しい。い
ずれの遺跡でも利用形態は単期型に属し、出水貝塚は前平I式期と吉田I式期、潟山遺跡は加栗
山I式期であり、利用時期の連続性は認められない。
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第4図 南九州早期前葉の遺跡分布図および地域区分図
②第I地域
第I地域は内陸山間部で川内川水系中流域に相当する地域である。この地域でも 3遺跡と遺跡
数が少なく、検討が困難である。石坂 I式期の単期的利用が3例、中原III・IV・V式各期の単期
的利用がそれぞれ1例である。
③第皿地域
第皿地域は入来町、樋脇町、蒲生町北西部に相当し、内陸山間部にあたる。この地域も確認遺
跡数が4遺跡を数えるのみである。水迫式、吉田 I式（新）、吉田I式、政所式各期の単期的利
用がそれぞれ1例、吉田I,._, I式期の継続型利用 1例を確認することができる。遺跡数は少ない
ものの、吉田式期の遺跡が複数存在することが特徴で、政所式の存在も注目されるところである。
④第N地域
第IV地域は串木野市、市来町、東市来町、伊集院町、松元町域に相当し、海岸付近から内陸山
間部を含む。この地域では16遺跡と比較的多い遺跡が確認されている。岩本式期2遺跡、前平 I
式期 l遺跡、前平I式期4遺跡と早期初頭の段階で比較的まとまった遺跡数が存在するが、前平
III・IV式期の遺跡は今のところ確認されていない。志風頭式期には 5遺跡、加栗山式期には6遺
-32-
跡と増加する。しかし、吉田 I式（古）期には 3遺跡に減少し、その後石坂 I式期まで顕著な遺
跡数の増加はみられない。ただし、池之頭遺跡では、吉田I式～石坂I式期までの継続的利用が
確認でき、かつそれぞれの段階の出土土器数もまとまっている。また、いずれも単期的利用であ
るが、政所式期 2遺跡、中原皿式期 1遺跡、中原IV式期 1遺跡、中原V式期 3遺跡を確認するこ
とができる。
このように、この地域では早期前葉を通して遺跡が認められるのが特徴であるが、それらは連
続的ではなく、断絶を挟みつつ推移していることが注目される。
⑤第V地域
第V地域は薩摩半島南半部西側の、吹上町、金峰町、加世田市、川辺町の一部に相当する。海
岸に近いところから内陸山間地を含む。この地域では21遺跡と多くの遺跡が確認されている。ま
ず注目されるのは、岩本式期の遺跡数の多さである (10遺跡）。続く前平 I式期は 2遺跡と減少
し、前平I式期には再度8遺跡に増加する。前平m式期には 5遺跡を数えるが、前平IV式期の遺
跡は今のところ確認されていない。志風頭式期の遺跡は 8例で、比較的まとまった土器数を出土
する遺跡が多い。この傾向は加栗山式～吉田 I式（古）期まで維持されており、継続型の遺跡も
複数存在する。吉田 I式（新）期には遺跡数が2例と減少し、その傾向は石坂 I式期になるまで
変わらない。吉田 I式（新）期以降の遺跡数の僅少さを指摘することができる。そうした状況の
もとで、桁ノ原遺跡では途切れることなく石坂I式期まで継続利用されている点は注目される。
⑥第VI地域
この地域は薩摩半島南端部の枕崎市を中心とし、川辺町と知覧町の一部を含む。 7遺跡を数え
るが、そのうち 6遺跡が単期的利用を示しており、かつ各期の遺跡数は散在的である。登立遺跡
では加栗山式～吉田 I式（古）期にかけての継続的利用を認めることができる。
⑦第V1[地域
第VI地域は知覧町、頴娃町を中心とし、喜入町の一部を含む地域で、内陸山間地を中心として
いる。 21例と遺跡数は多い。岩本式期 3遺跡、前平 I式期 2遺跡、前平I式期 3遺跡を数え、そ
のうち 2遺跡ではこの時期の継続的利用を示している。前平ill・IV式期の遺跡は確認されておら
ず、志風頭式期も 3遺跡と数は多くない。加栗山式期になると9遺跡と増加するが、単期的利用
を中心としている点は注目される。こうした状況は吉田 I式（古）期にも同様で、遺跡が確認さ
れていない吉田 I式（新）期を挟んで、倉園B式期まで遺跡数の僅少さ、散在性は継続する。石
坂 I式期には8遺跡と増加するが、石坂I式期には 2遺跡に減少する。調査精度も影響している
であろうが、遺跡数の多い割に一時期の遺跡数は決して多くなく、継続型の遺跡が限られる点が
この地域の特徴として指摘できる。同数程度の遺跡数が確認されている第V地域とは、遺跡数の
相対的な増減傾向の推移においては共通するものの、この遺跡数の僅少さと散在傾向においては
対照的である。
R第珊地域
第VI地域は指宿市域に相当する。この地域では確認されている遺跡数自体が少ないが (4遺跡）、
水迫式期1遺跡、岩本式期 2遺跡、前平 I式期 1遺跡、前平I式期 1遺跡となっている。小牧3
A遺跡では志風頭式期に利用が始まり、加栗山m式～吉田 I式（新）期の継続的利用が認められ
る。
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第 5図 地域別にみた型式段階別遺跡数グラフ①
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⑨第区地域
第IX地域は鹿児島市南半部および松元町東半部を含み、 12遺跡が確認されている。岩本式期 5
遺跡、前平 I式期 2遺跡、前平I式期4遺跡、前平I式期2遺跡を数え、栢堀遺跡では岩本式～
前平 I式期、伊佐之原遺跡では岩本式期～前平I式期までの継続的利用が認められる。前平IV式
期の遺跡は確認できないが、志風頭式期になると 7遺跡に増加する。加栗山式期は6遺跡を数え、
吉田 I式（古）期 3遺跡、吉田 I式（新）期 1遺跡と減少する。これ以降倉園B式期にいたるま
で、遺跡数は限定されている。石坂 I式期には6遺跡と増加するが、石坂I式期になると 2遺跡
に減少している。石坂I式期の 2遺跡はいずれも石坂 I式期からの継続利用である。
⑩第X地域
第X地域は鹿児島市北半部から吉田町、郡山町、姶良町、蒲生町南東部を含み、 8遺跡を数え
る。水迫式期から前平 I式期にかけては、 1ないし 2遺跡できわめて遺跡数が限定されている。
この中で、建昌城跡はこの時期の継続利用を示している。前平I式期の遺跡は確認されておらず、
前平IV式期に1遺跡と遺跡数の限定性は続いているが、志風頭式期になると 4遺跡と増加する。
建昌城跡は前平IV式期からの継続利用である。加栗山式～吉田皿式期にかけては 2,._, 4遺跡程度
で推移するが、ここで注目されるのは遺跡ごとの利用のあり方である。すなわち、加栗山遺跡で
は志風頭式～吉田 I式（新）期まで継続利用がみられるのに対し、建昌城跡では加栗山式期で利
用が途絶する。小山遺跡では吉田 I式（古）期に利用が始まるが、吉田I式期には利用されなく
なり、湯屋原遺跡では加栗山式期に始まり、石坂式期まで土器の出土数量の増減は認められるも
のの、継続利用が確認できる。さらに大原遺跡では吉田 I式（新）～吉田皿式期にかけての継続
利用を示している。倉園B式期は 1遺跡と限られるが、石坂 I式期には 5遺跡、石坂I式期には
4遺跡を数え、うち 3遺跡では石坂 I式,.._,I式期の継続利用となっている。また、政所式期 1遺
跡、中原I式期 2遺跡、中原IV式期 2遺跡、中原V式期 l遺跡と、政所式・中原式系列の土器が
複数型式期に及んで出土している。
この地域の特徴として挙げられるのは、 3型式以上に及ぶ継続利用を示す遺跡が5遺跡と多い
ことと、段階的に遺跡を違えながら利用が続くことの 2点であり、特に後者の点は近接する遺跡
間での移動の可能性を強く示唆している。
⑪第XI地域
第XI地域は加治木町、溝辺町、隼人町を含む地域で、 10遺跡が確認されている。岩本式期3
遺跡、前平 I式期1遺跡、前平I式期1遺跡、前平I式期 2遺跡、前平IV式期 1遺跡、志風頭式期
2遺跡、加栗山式期 5遺跡と全般的に遺跡数は少ないが、桑ノ丸遺跡では岩本式～前平I式期、
下市来原遺跡では前平皿式～加栗山式期にかけての継続利用が認められる。吉田 I式（古）～倉
園B式期にかけては2遺跡以下で、かつ散在的である。石坂 I式期には4遺跡、石坂I式期には
1遺跡を数える。中原IV式期の遺跡も 1遺跡ながら確認される。
隣接する第X地域や第XII地域に比較すると、吉田 I式（古）期以降のあり方が対照的である
点が注意される。
⑫第XII地域
第XII地域は栗野町、吉松町、牧園町、菱刈町、横川町に相当し、 10遺跡が確認されている。
水迫式期 1遺跡、岩本式期 1遺跡、前平 I式期 2遺跡、前平I式期 l遺跡、前平IV式期 1遺跡、
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志風頭式期 2遺跡と、各型式期に遺跡が存在するものの、今のところ遺跡数は少ない。その中で、
中尾田遺跡では前平 I式～前平I式期の継続利用がみられる点は注目される。加栗山式期になる
と、 6遺跡を数えるが、少なくとも山崎B、木場A遺跡などの筆者自身による一次資料の実見結
果によると、加栗山I式期に利用が始まり、吉田 I式（古）期まで継続する。吉田 I式（新）期
の遺跡はなく、山崎B、木場A両遺跡でも断絶している。山崎B遺跡では吉田I・m式期に再度
継続利用が認められる。石坂 I式期には6遺跡に増加し、石坂I式期には2遺跡となる。また、
中尾田遺跡では政所式～中原IV式期、木場A遺跡では中原m---v式期にかけての継続利用が確認
でき、さらに政所式は山崎B遺跡でも出土している。
⑪第X皿地域
第xm地域は大口市域に相当する。この地域は黒曜石の原産地（桑木津留、五女木など）に隣
接している。 3遺跡が確認されており、時期別にみると加栗山式期2遺跡、吉田I式期 1遺跡、
石坂 I式期 l遺跡、石坂I式期 1遺跡となっている。勝毛遺跡では、政所式～中原V式期にかけ
ての継続利用が認められ、また松尾山遺跡でも政所式が出土している。
⑭第xw地域
第XIV地域は国分市、福山町、財部町および大隅町の一部を含む地域である。 12遺跡が確認さ
れている。岩本式期1遺跡、前平I式期2遺跡、前平m式期2遺跡、前平IV式期 3遺跡と遺跡数
の微増傾向が認められる。岩本式期、前平 I式期の遺跡が特に少ない点は注目される。志風頭式
期は3遺跡と前平IV式期と数は変わらないが、国分市域の鹿児島湾を見下ろす台地縁辺部に遺跡
が集中している状況は興味深い。山間地の番屋下中段遺跡では前平IV式期で利用が途絶えるのも
関連する現象である可能性がある。また、続く加栗山式期 (5遺跡）との関係でみると、城山山
頂遺跡では加栗山式期になると利用が低調となっている可能性がある一方で、上野原遺跡第2---
7地点、平桁貝塚では志風頭式～加栗山式期にかけて継続利用が認められる。特に上野原遺跡は
加栗山式期を中心とする住居遺構が52棟確認されており、厳密な意味での同時併存数は 5棟以下
であろうが、広大な平坦面を有する地形は山間地では乏しく、上野原遺跡は鹿児島湾を見下ろす
広大な台地を利用した「拠点的」な居住地であった可能性が高い。しかし、吉田 I式（古）期に
は上野原遺跡の利用が確認できないことに加えて、内陸山間地の 2遺跡を数えるのみである。こ
ののち吉田 I式（新）期の遺跡は2遺跡、吉田I式期 5遺跡、吉田皿式期 2遺跡と推移するが、
高篠坂遺跡では吉田 I式（古）～（新）期、城ヶ尾遺跡では吉田 I式（新）～吉田皿式、平桁貝
塚では吉田I,..,皿式期というように、継続型の遺跡が断絶時期• 利用開始時期を重複させている
点は一定期間ごとの居住地の移動の可能性を示している。石坂 I式期は3遺跡、石坂I式期は2
遺跡と、他の地域に比較して石坂 I式期の遺跡数が少ないのも特徴として指摘できようか。また、
中原皿式期 1遺跡、中原IV式期 1遺跡、中原V式期 3遺跡を数え、上野原遺跡第10地点では中原
IV式--v式期の継続利用が確認できる。
⑮第xv地域
第xv地域は大隅町の一部、輝北町、鹿屋市北部を含む地域で、 7遺跡が確認されている。鹿
屋市北部の上楠原遺跡では岩本式～前平I式期、西祓川遺跡では岩本式～前平 I式期の利用が確
認されているが、前平皿式期の遺跡はなく、前平IV式期も 1遺跡で、上楠原遺跡や西祓川遺跡で
の継続性は認められない。前平IV式期に利用が始まる打馬平原遺跡では志風頭式期、加栗山式期
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第6図 地域別にみた型式段階別遺跡数グラフ②
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を通して継続利用が認められるが、他の遺跡では前床遺跡を除くと志風頭式• 加栗山式期の利用
は確認できない。また、吉田 I式（古）期には打馬平原遺跡でも利用が途絶し、 1遺跡のみとな
り、吉田 I式（新）期にはまった＜遺跡が確認されていない。吉田II・III式期にはそれぞれ2遺
跡ずつ確認されているが、石仏頭遺跡ではこの時期の継続利用が確認されている。石坂 I式期は
2遺跡、石坂I式期は 1遺跡で、石坂式期の遺跡が少ない点は第XIV地域と同様である。また、
打馬平原遺跡では中原V式が出土している。
⑯第XVI地域
第XVI地域は末吉町、志布志町、有明町、松山町、串間市を中心とする地域で、大隅半島北半
部の志布志湾側の地域に相当する。設定した地域の範囲が広いこともあるが、この地域は「縄文
銀座」とも呼ばれる志布志町域を含んでおり、遺跡数が37遺跡と多い。その中で、岩本式期の遺
跡は 1遺跡のみときわめて少ない点は他の地域と比較して興味深い点である。前平 I式期は3遺
跡、前平I式期6遺跡、前平I式期3遺跡、前平IV式期 5遺跡、志風頭式期4遺跡と微増減はあ
るものの、同程度の遺跡数で推移する。このうち、井出平遺跡、倉園B遺跡、坂の上遺跡、留ヶ
宇戸遺跡などはこの時期の継続型利用の遺跡となっている。特に倉園B遺跡は、前平I式～志風
頭式期にかけての長期継続型である。加栗山式期の遺跡は17遺跡と格段に増加する現象がみられ、
その中には加栗山式期で利用が途絶するものと、吉田 I式（古）期まで継続する遺跡がある。吉
田I式（古）期まで継続する遺跡は、報告書掲載の実測図・写真から判断する限り加栗山皿式期
に利用が開始されるようである。吉田 I式（古）期の遺跡は 5遺跡を数えるが、吉田 I式（新）
期の遺跡は 1 遺跡のみと減少が著しい。吉田 II 式期になると 6 遺跡に増加し、吉田 III 式• 倉園B
式期の遺跡は5遺跡を数える。石坂 I式期は10遺跡、石坂I式期は8遺跡である。この地域では、
政所式・中原式期の遺跡は今のところ確認されていない。
⑰第XVl[地域
第XVII地域は鹿屋市域に相当し、 17遺跡が確認されている。岩本式期2遺跡、前平 I式期2遺
跡、前平I式期4遺跡を数えるが、前平III・IV式期の遺跡は確認されていない。志風頭式期 5遺
跡、加栗山式期4遺跡となっているが、加栗山式期の遺跡数が決して多くないのは、他の地域に
比較すると対照的である。また、吉田 I式期の遺跡も確実な例はなく、吉田I・皿式期も岩之上
遺跡の継続利用例のみとなっている。石坂 I式期は9遺跡、石坂I式期は 3遺跡を数える。第X
VI地域同様に、政所式・中原式期の遺跡は確認されていない。
⑭第X珊地域
第XVIII地域は吾平町、串良町、高山町域に相当するが、確認されている遺跡は6ヶ所と少ない。
岩本式期以降の遺跡が確認できるが、鐘付遺跡の前平 I式,..,_,I式期の継続利用がみられるほかは、
きわめて散在的で、特定型式期に遺跡が増加・減少する状況は認められない。
⑲第X区地域
第XIX地域は大根占町、根占町、田代町域に相当し、 7遺跡が確認されている。岩本式期3遺
跡、前平 I式期 1遺跡、前平I式期3遺跡、前平皿式期 1遺跡、前平IV式期 1遺跡となっている
が、ホケノ頭遺跡では岩本式～前平I式期、荒田原遺跡では前平I式～志風頭式期の継続利用が
確認されている。志風頭式期の遺跡は 5遺跡であり、前平IV式期に比較すると著しく増加してい
る。現在のところ、加栗山式期の遺跡は 1遺跡ときわめて限られており、他の地域とは対照的で
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地域別にみた型式段階別遺跡数グラフ③
こうした遺跡の僅少性はそののち石坂I式期まで続くが、大中原遺跡では吉田 I式（古）
期以降、継続的な利用が確認されており、明確な倉園B式は確認できないものの石坂I式期まで
継続的に利用されるようである。荒田原遺跡の加栗山皿式期および吉田 I式（新）期の利用の存
在は、大中原遺跡の動向と関連したものである可能性が高い。このほかには現在のところ、遺跡
の増加・減少傾向は認められない。また、この地域でも政所式・中原式期の遺跡は確認されてい
ない。
⑳第xx地域
第xx地域は種子島に相当し、
式類似の資料が出土しているものの、
9遺跡が確認されている。この地域では西俣遺跡において岩本
前平式・志風頭式期の遺跡は皆無である。加栗山式期、特
に加栗山m式期に微増する傾向にあり (2遺跡）、吉田I式期にさらに増加する
式期の遺跡は今のところ知られていない。
⑳第XXI地域
第XXI地域は人吉市を中心とする地域で、 7遺跡が確認されている。岩本式期2遺跡、前平
I式期 1遺跡、前平I式期 1遺跡と早期初頭頃の遺跡が散在的ではあるが確認されている。前平
m式～加栗山式期の遺跡は現状では確認されておらず、吉田 I式（古）期が 1遺跡、吉田 I式
（新）期が可能性のあるものとして 1遺跡、吉田 I式期が 3遺跡と、型式期的にまとまった時間
幅での遺跡の存在を確認することができる。これとは対照的に政所式・中原式期の遺跡は顕著で、
政所式期 5遺跡、中原皿式期4遺跡、中原IV式期 3遺跡、中原V式期6遺跡となっている。その
中でも深水谷川遺跡、大丸• 藤ノ迫遺跡、村山闇谷遺跡では各型式期を通した継続利用が認めら
れ、狸谷遺跡では政所式・中原皿式期の継続利用が確認できる。この地域のあり方は、この地域
が貝殻文円筒形土器系列と政所式• 中原式系列の分布の境界である可能性を強く示唆するだけで
なく、貝殻文円筒形土器の分布域の拡大・縮小の時期を特定する上での一つの手掛りとなっている。
(4遺跡）。石坂
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⑫第XXI地域
第XXII地域は小林市域に相当し、西はえびの市域へと通じる回廊状に延びる盆地の中央部に
当たる。管見では1遺跡のみの確認となったが、筆者が確認し得なかっただけで多くの遺跡が存
在すると考えられる。唯一確認した遺跡である内屋敷遺跡では、岩本式期、加栗山m式期、吉田
I・皿式期、石坂I式期に加えて、別府原 I・II式期、政所式期、中原皿,.,_,N式期の利用が確認
されている。第XXI地域と同様に貝殻文円筒形土器系列と政所式・中原式系列の分布域の境界
に相当する地域と考えられるが、第XXI地域に比較すると、加栗山皿式と石坂I式が確認でき
るのが相違点である。また、別府原式が出土していることも特徴として指摘できる。
⑳第xx皿地域
第xx皿地域は宮崎市南部、野尻町、田野町、清武町、国富町、高岡町、西都市と広範な地域
に相当し、 44遺跡が確認できる。水迫式期1遺跡、岩本式期9遺跡、前平 I式期4遺跡、前平I
式期 9遺跡（明確でない 1例は除く）、前平m式期 5遺跡、前平W式期14遺跡となっており、早
期初頭各期の遺跡が多く確認できる。志風頭式期の遺跡は2遺跡と著しく減少し、加栗山式期に
なって24遺跡に増加する。吉田 I式（古）期の遺跡は11遺跡と減少はしているものの、加栗山
式期、特に加栗山皿式期から続く遺跡が5遺跡確認できる。しかし、吉田 I式（新）期には 1遺
跡、吉田I式期4遺跡、吉田皿式期 1遺跡と、遺跡数の減少傾向が著しい。この傾向は石坂式期
にも続いており、石坂 I式期は2遺跡のみ、石坂I式期は確認されていない。一方、この地域は
別府原式の主たる分布地域となっており、別府原 I式期22遺跡、別府原I式期10遺跡、別府原
皿式期11遺跡となっている。また、政所式期5遺跡、中原m式期3遺跡、中原W式期5遺跡、中
原V式期 5遺跡を数える。
⑳第XXN地域
第XXN地域は宮崎県中部から北部にかけての地域で、 3遺跡を数える。貝殻文円筒形土器系
列では岩本式期 1遺跡、前平m式期 1遺跡が確認されており、貝殻文円筒形土器の最北の出土例
となっている。また、政所式・中原式系列では、政所式期1遺跡、中原V式1遺跡が確認できる。
4 型式別にみた遺跡分布
前章においては、各地域ごとの通時的状況について検討したが、本章では各型式ごとの分布に
ついて検討する（第8....,12図）。
①水迫式土器
現在のところ、明確に水迫遺跡出土の標式資料に同一と考えられる資料は少なく、筆者が確認
した限りでは、水迫遺跡、建昌城跡、上の原遺跡、小市原遺跡、中尾田遺跡であるが、注目され
るのはその分布の広域性である。薩摩半島北半部（第皿地域）、薩摩半島南端（第VI地域）、鹿児
島湾湾奥部（第X・XII地域）、宮崎平野西縁部（第xx皿地域）と点在的ながら出土している
ことは、先行するであろう隆帯文土器および後続する岩本式土器との関係を考える上で注目され
る。
②岩本式土器
岩本式土器は第 I., 皿・ X皿地域を除くすべての地域において出土が確認されている。ただし、
-40-
出土遺跡数からみると多寡があり、第V・xxm地域が群を抜いている。他の地域でも今後の調
査で遺跡数が増加するであろうことは想像に難くないが、比較的遺跡数が多い地域（例えば第X
VI地域）で遺跡数は 1遺跡という状況がみられることは、岩本式期の遺跡分布に空間的偏在性が
存在する可能性を強く示唆している。
また、遺跡数は少ないものの、注目される地域として第XX・XXI・X XIV地域を挙げるこ
とができる。第xx地域は種子島に相当するが、岩本式類似の土器が西俣遺跡において出土して
おり、加栗山m式期まで大きく断絶する状況の中で目立つ存在である。草創期の隆帯文土器が鬼
ヶ野遺跡や三角山遺跡で出土していることとの関連性を示唆しているのかもしれない。
熊本県南部に相当する第XXI地域では、続く前平 I・II式期にもこの地域の利用が確認され
るものの、全般的に貝殻文円筒形土器の分布が稀薄な地域であることからみれば、この岩本式土
器の分布の特徴を示すと考えられる。
第XXIV地域も同様で、南九州というよりも中部九州に含まれる地域であり、きわめて点在的
であるが、こうした遠隔地にまで岩本式士器が分布する背景が存在したことを示している。
③前平式土器
前平 I・II式土器も岩本式土器に並んで広範な分布傾向を示している。特に前平I式は第 I地
域においても確認されている。依然として 1遺跡のみ確認される地域もあり、分布の稀薄な地域
が存在することは明らかであるが、前平I式期には岩本式土器ほどの偏在性は今のところ確認で
きない。前平I式期には薩摩半島（第IV・V・IX地域）、大隅半島（第XVI・XVII地域）、宮崎平
野周辺（第xx皿地域）に集中する傾向が認められる。
岩本式期からの遺跡数の増減についてみると、まず前平 I式期においては第V地域では遺跡数
が1/5に、第xx皿地域では 1/2以下に減少しており、これらの地域での利用頻度が低下し
ている可能性がある。逆に第XVI地域のように遺跡数が4倍になるところもある。こうした目立
った増減が認められる地域がある一方で、遺跡数が岩本式期と同程度の地域もある。
続く前平I式期についてみると、前平 I式期からの増加傾向を示す地域と（第IV・V・IX・X
VI・xxm地域）、同程度の遺跡数を維持する地域がある。前者に関しては、前平 I式期に遺跡
数の減少がみられた地域において特に顕著で、第V地域では3倍以上、第xxm地域で2倍以上
に増加している。逆に第XVI地域では岩本式期以降増加の傾向にある。こうした状況は、各型式
期ごとに地域内・地域間を移動する状況を示すものと考えられる。また、岩本式～前平I式期に
かけて、地域内での異同はあるものの継続的に利用される地域がほとんどである状況も、地域間
での移動が繰り返されていた可能性を補強している。しかも、岩本式～前平I式期の分布の広範
性を考慮すれば、その移動の距離は大きかった可能性も十分にある。
こうした状況に変化が認められるのは、前平m式期である。この時期には利用されない地域が
極端に多くなる。また、遺跡が分布する地域においても、第V・XIV地域では前平I式期と同程
度の遺跡数を維持するが、おおむね減少傾向にある。分布地域は薩摩半島西側の第IV・V地域、
宮崎平野周辺の第xxm地域に遺跡数が多いが、その一方で南九州各地に展開している状況も認
められる。
分布の偏在性がより顕著になるのは、前平IV式期である。鹿児島湾湾奥部から志布志湾北側の
地域（第x,.._,xI • XVI地域）、宮崎平野周辺（第xxm地域）を中心に分布しており、現在の
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ところ薩摩半島側では出土は確認されていない。第xx皿地域では、特に前平IV式期における遺
跡数の増加はきわめて顕著な現象となっている。
以上の状況からみる限り、岩本式～前平I式期にかけての分布傾向は、前平皿.IV式期に大き
く変容することがわかる。前平皿式期の土器は著しく粗雑であり、前平 I・II式土器から大きく
変化すること、さらに前平皿式～前平IV式期にかけて角筒土器の祖形が出現するなど、分布の変
化と土器の変化が何らかの関連性を有している可能性もあろう。
④志風頭式土器
志風頭式期には前平IV式期の分布の偏在性がおおむね解消されることになるが、第xx皿地域
では遺跡数が激減する傾向にある。この地域では前平IV式期の遺跡が14遺跡を数えたのに対し、
志風頭式期には2遺跡にとどまっている。逆に前平IV式期には遺跡数が少なかった薩摩半島（第
IV・V・IX地域）から、鹿児島湾湾奥部（第X・XI地域）にかけて遺跡数が多い傾向を指摘す
ることができる。また、大隅半島の第XVII地域でも、前平IV式期には遺跡が存在しなかったのに
対し、志風頭式期には遺跡数が増加する状況がみられる。
⑤加粟山式土器
加栗山 I式土器の出土遺跡は現在のところ可能性のあるものも含めて6遺跡ときわめて限られ
ている。その理由としては、①破片資料を中心に加栗山I式との峻別ができなかったか、②加栗
山I式と加栗山I式が時間的先後関係にないか、あるいは③本来的にこの時期の遺跡が少ない、
といった可能性が考えられる。志風頭式以降の土器の変化を型式学的に考えたとき、加栗山 I式
を設定せざるを得ず、②の可能性は排除される。③に関しては、志風頭式期と加栗山I式期の遺
跡数を勘案すると、ここまで激減する可能性は考えにくい。とすれば①の可能性が高く、今後型
式判別を徹底する必要がある。
加栗山I • 皿式期は各地域で確認できる。薩摩半島（第IV・V・VII・IX地域）から鹿児島湾湾
奥部（第X,...__,XII・XIV地域）、大隅半島北西部（第XVI地域）、宮崎平野周辺（第xx皿地域）
に遺跡が集中的に分布する傾向が認められる。薩摩半島の北側の山間部では遺跡の分布が稀薄で
あるが、将来的に遺跡が発見される可能性が高い。鹿屋市周辺の地域では分布が稀薄となってお
り、志風頭式期の増加とは対照的な状況を示している。また、種子島（第xx地域）でも分布が
認められる点は、加栗山式の分布域の拡大現象を明瞭に示している。
⑥吉田式土器
加栗山式期の分布傾向は吉田 I式（古）期にも続いており、特に加栗山式期に遺跡数が多かっ
た地域では、その傾向が顕著である。遺跡数がそもそも少ない地域では、当該期の遺跡が確認さ
れていないところもあるが、将来的に遺跡が確認される可能性もあろう。しかし、加栗山式期に
比較すると、各地ともに遺跡の減少傾向が明白である。加栗山式期を中心とする時期に属する52
棟もの住居址が発見された上野原遺跡では、この吉田 I式（古）期の利用が認められないことも、
こうした遺跡の減少傾向と関連する可能性があろう。
吉田 I式（新）期にはさらに各地域で遺跡数の減少が顕在化している。この現象は、先の加栗
山I式期の場合とは異なり、吉田 I式（新）土器の判別は容易であることから、実際に遺跡が少
なくなる現象が生じたと考えられる。薩摩半島（第V・IX地域）、鹿児島湾湾奥部（第X・XIV
地域）、大隅半島南部（第XIX地域）、宮崎平野周辺（第xx皿地域）と広範に分布するものの、
-43-
o• .c,4 
~ 
前平w式 志風頭式
＆゜ ＆゜ 
℃ ＾ 企＾ ~ 加栗山式 吉田 I式（古）
第 9図 型式別にみた遺跡分布②
-44-
?"t:> 
吉田 I式（新）
?
吉田I式
゜＾  ， ゜ヽ~ ~ ℃會
吉田 III式•倉園 B 式 石坂 I式
第10図 型式別にみた遺跡分布③
-45-
o4 
~ 
石坂I式
?
℃◇ 
政所式
? ?
~ ~ 
中原m式
｀ 第11図 型式別にみた遺跡分布④
中原w式
-46-
? ?
~ 
中原V式
~ 
別府原式
第12図 型式別にみた遺跡分布⑤
きわめて散在傾向が強い。特に、宮崎県周辺地域は遺跡数が少ない。
続く吉田I式の段階にはこうした状況が一変する。各地で遺跡数が増加するとともに、分布域
も拡大している。吉田 I式としたものがなお型式的細別の可能性があることから判断すれば、同
一細別型式時期の遺跡数は少なくなるであろうが、少なくとも吉田m式期と同程度の遺跡数が、
細別型式期に存在するものと推測される。
なお、吉田m式土器と倉園B式土器の判別は困難な部分もあり、吉田皿式土器から石坂 I式土
器への変化も現在理解されている以上に複雑と考えられることから、ひとまず倉園B式を吉田皿
式の中に含めれば、倉園B式期の遺跡数の減少は見せかけ上のものと理解できる。
⑦石坂式土器
石坂 I式期には各地域で遺跡数の増加が認められる。特に薩摩半島南半部（第V・VII地域）、
薩摩半島北部鹿児島湾側（第IX・X地域）、鹿児島湾湾奥部北側（第XII地域）、大隅半島（第X
VI・XVII地域）での増加傾向が著しい。現状では、このように石坂 I式期に急激な遺跡数の増加
が認められるが、この現象はむしろ石坂 I式土器の細分が十分ではないことを反映している可能
性が高い。一方、宮崎県域（第xxm地域）では石坂 I・II式ともに現在のところ遺跡がきわめ
て少なく、石坂式期の分布の特徴となっている。
⑧政所式土器
政所式は薩摩半島北半部（第皿 ・N・X地域、確実例ではない第V地域の鷹爪野遺跡は除く）
から鹿児島県北部（第xm地域）、宮崎県南部（第xx皿地域）、熊本県南部（第XXI地域）を
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中心に分布する。貝殻文円筒形土器とは系譜が異なるためであろうが、両者の分布域が重複する
部分もある（薩摩半島北半部など）。政所式の編年的位置づけについてはなお詳細な検討が必要
であるが、吉田式土器の出土遺跡において確認される例が政所式分布地域全般で認められ、厳密
な併行関係を断定することは難しいとしても、政所式の一部は吉田式に近接した時期にある可能
性が高い。また、別府原式の出土する遺跡での吉田式、政所式の出土例も宮崎県南部を中心にあ
り、これらが比較的近い時期に展開した異系統土器である可能性が考えられる。
⑨中原式土器
中原式土器は薩摩半島北半部（第II・N・V・VII地域）、鹿児島湾湾奥部（第X・XI地域）、
鹿児島県北部（第XII・X皿地域）、大隅半島北西部（第XN・XV地域）、熊本県南部（第xx
I地域）、宮崎県中央部（第XXII・XX皿地域）、宮崎県北部（第XXN地域）などで出土遺跡
が確認できる。これらの地域のうち、第N・X・XII・X皿・XXI ,...,_,.XXN地域では、政所式
土器が出土するとともに、中原皿式以降の各段階の例が認められ、これらの地域における継続的
な利用のあり方を看て取ることができる。特に鹿児島県北部においては、勝毛遺跡で政所式～中
原V式中尾田遺跡では政所式～中原w式山崎B遺跡では政所式,.,_.y式にかけての継続利用が
みられ、これらの地域で政所式・中原式土器群が変遷とするとともに、継続型の遺跡利用が行な
われていたことを示している。逆に第xx皿地域では、政所式～中原V式期の継続例がみられな
し)0
⑩別府原式土器
別府原式土器は宮崎県南部（第XXII・XX皿地域）を中心に分布しており、かつ継続型利用
を確認できる遺跡が多数存在する。本稿で示した皿式までに関しては、この地域で変化を追うこ
とができるが、 m式以降別府原式がどのように変容・消滅するのか、あるいは他の型式とどのよ
うに関係するのか、現在のところでは明確な見解を持ち得ていない。中原式とは異なる外面条痕
調整のみの土器は、熊本県南部や鹿児島県北部においても散発的ながら存在しており、これらの
土器が別府原式土器に関連する可能性もある。この点に関連して市ノ原遺跡（第IV地域）におい
て、別府原式に相当する可能性をもつ資料が出土していることは注目される。今後の検討課題の
一つである。
5 考察
以上、地域ごと、型式ごとに検討に重ねてきたが、本章では以上の検討結果に対する若干の考
察を加え、今後の研究に対する課題と展望を述べることにしたい。本章で検討するのは、①継続
時期の長さ、②利用のあり方の地域間の比較、③型式分布の様態についてである。
①継続時期の長さ
2型式以上の継続型利用を示す例は、一遺跡内において複数の継続利用例がみられる例数を延
べ数として示すと138例となる（第 1表）。継続型の遺跡で型式数が最も多いのは桁ノ原遺跡
（第V遺跡）で、加栗山I式～石坂I式にかけて 9型式にわたって利用されている。それに次ぐ
のは湯屋原遺跡（第X地城）で、吉田 I式（古）～石坂I式の 7型式となっている。 6型式を数
えるのは加栗山遺跡（第X地域）で、志風頭式～吉田 I式（新）期にかけての利用が確認できる。
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5型式を数えるものは建昌城跡（前平W式～加栗山m式）、池之頭遺跡（吉田I式～石坂I式）
となっている。 4型式利用は13例、 3型式利用は32例、 2型式利用は87例をぞれぞれ数える
（第2表）。このことからみると、 4型式以上の時期にわたって利用される遺跡も一定数存在する
ものの、全体的には2"-'3型式程度の利用期間を示すものが中心的であることがわかる。
次に継続型の利用開始時期についてみると、岩本式期に始まるものが15例、加栗山I式期25
例、加栗山m式期10例、石坂 I式期16例、政所式期8例と比較的多く認められる。前平式期に
は、 W式期に増加する傾向が認められるが (5例）、志風頭式期には 3例と少ない。再び利用開
始時期が集中するのは加栗山I式期であるが、吉田式期に再度新規の利用開始例は減少して、石
坂I式期に増加する。
継続型の時期についてみると、岩本式～前平 I式期が6例、岩本式期～前平I式期が7例とな
るが、岩本式期から前平m式期まで継続するものは3例となっており、岩本式期に始まる利用例
は前平I式期まで継続するものが多いことがわかる。また、前平 I式"-'I式期の利用例は 5例あ
り、岩本式期から前平I式期の継続利用が一つのまとまりをなしていることの傍証となっている。
前平I式期に始まる利用例は、前平m式期までのものが4例、前平w式期までのものが2例、
志風頭式期までのものが2例と、減少しつつも継続型例を維持している。前平m式期に始まるも
のは、前平W式期までの継続例2例、志風頭式期までの継続例3例、前平W式期に始まるものは
志風頭式期までの継続例4例となっており、数は少ないながらも前平m式～志風頭式期が一つの
まとまりとなっていることがわかる。
志風頭式期に始まる継続例は、加栗山 I式の判別が困難であることとも関連して、今のところ
限られている。
加栗山I・m式期の継続例は15例と多く、また加栗山I式～吉田 I式（古）期10例、加栗山
m式～吉田 I式（古）期7例と、まとまりを示している。これに対して、加栗山I式～吉田 I式
（新）期は 1例、加栗山m式～吉田 I式（新）期 2例、吉田 I式（古）～（新）期 2例と、吉田
I式（新）期までの継続例はきわめて限られており、吉田 I式（新）期に断絶する遺跡が多いこ
とを示している。また、吉田 I式（新）期に始まる利用例は、吉田I式期までのものが 1例、吉
田皿式期までのものが2例と、吉田 I式（新）期以降への継続性が稀薄であることも示している。
吉田I式"-'il式期にかけてのものは7例となっているが、吉田I式が細分可能であることを念
頭に置けば、吉田 I式（新）期からの大きな変化はない可能性が高い。今のところ、吉田m式期
に新規利用が始まる継続例は認められない。
新規利用が増加するのは石坂 I式期においてであるが、これも同様に石坂 I式の細分が必要で
あることから、新規利用例の増加現象を即断することは難しい状況にある。
政所式期に始まるものは、中原m式期までの例が2例、中原W式期までの例が2例、中原V式
期までの例が4例と、政所式期から中原V式までの継続利用が目立っている。土器型式上の連続
性に加えて、遺跡の利用形態においても関連が強いことを示していよう。
別府原式に関しては、遺跡数の割に継続利用例が少ないことが特徴であるが、別府原 I式"-'I
式期例が5例、別府原 I"-'il式期例が5例、別府原I式"-'il式期例が 1遺跡となっている。
ちなみに継続利用遺跡の断絶直前の型式について示しておくと、岩本式期 l例、前平 I式期 7
例、前平I式期12例、前平皿式期7例、前平W式期4例、志風頭式期 9例、加栗山皿式期17例、
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第 1表継続利用例一覧表
番号 地域 遺跡名 継続型式数 開始時期 断絶直前時期 番号 地域 遺跡名 継絣型式数 開始時期 断絶直前時期
1 皿 小市原遺跡 2 吉田n式 吉田m式 70 XIV 番屋下中段遺跡 3 前平Il式 前平W式
2 IV 池之頭遺跡 2 加栗山m式 吉田 I式（古） 71 XN 高篠坂遺跡 2 吉田 I式（古） 吉田 I式（新）
3 IV 池之頭遺跡 5 吉田n式 石坂I式 72 xv 上楠原遺跡 3 岩本式 前平1式
4 IV 小松迫遺跡 2 石坂I式 石坂I式 73 xv 石仏頭遺跡 2 吉田I式 吉田m式
5 IV 稲荷原遺跡 3 岩本式 前平1式 74 xv 西祓川遺跡 2 岩本式 前平 I式
6 IV 稲荷原遺跡 2 加栗山JI式 加栗山I[式 75 xv 打馬平原遺跡 2 前平W式 志風頭式
7 IV 稲荷原遺跡 2 倉園B式 石坂 I式 76 xv 打馬平原遺跡 2 加栗山1式 加栗山皿式
8 V 入来遺跡 3 加栗山1I式 吉田 I式（古） 7 xv 打馬平原遺跡 2 石坂 I式 石坂I式， V 小中原遺跡 2 前平1I式 前平皿式 78 XVI 地蔵免遺跡 2 加栗山m式 吉田 I式（古）
10 V 小中原遺跡 4 加栗山1式 吉田 I式（新） 79 XVI 田吹野遺跡 2 加栗山1式 加栗山皿式
1 V 河内原遺跡 3 岩本式 前平1I式 80 XVI 井出平遺跡 3 前平 I式 前平皿式
12 V 河内原遺跡 3 加栗山1式 吉田 I式（古） 81 XVI 井出平遺跡 2 加栗山Il式 加栗山m式
13 V 河内原遺跡 2 石坂 I式 石坂n式 82 XVI 倉園B遺跡 4 前平1式 志風頭式
14 V 栴ノ原遺跡 2 岩本式 前平m式 83 XVI 倉園B遺跡 2 加栗山m式 吉田 I式（古）
15 V 桔ノ原遺跡 ， 志風頭式 石坂I式 84 XVI 倉園B遺跡 4 吉田I式 石坂I式
16 V 上加世田遺跡 3 吉田I式 倉園B式 85 XVI 道重遺跡 2 吉田 I式（新） 吉田I式
17 V ヘゴノ原遺跡 2 前平I式 前平皿式 86 XVI 坂の上遺跡 2 前平 I式 前平I式
18 VI 山ノ尻遺跡 2 石坂 I式 石坂I式 87 XVI 柳遺跡 2 加栗山皿式 吉田 I式（古）
19 VI 滝ノ下遺跡 2 岩本式 前平 I式 8 XVI 柳遺跡 3 吉田l式 石坂 I式
20 VI 登立遺跡 3 加栗山1式 吉田 I式（古） 89 XVI 山ノ田遺跡 2 加栗山n式 加栗山皿式
21 vn 霜出遺跡 2 加栗山1式 加栗山m式 90 XVI 留ヶ宇p遺跡 2 前平 I式 前平Il式
2 vn 永野遺跡 3 岩本式 前平1I式 91 XVI 留ヶ宇F遺跡 2 前平IV式 志風頭式
23 vn 南ーノ谷遺跡 3 岩本式 前平n式 92 XVI 留ヶ宇戸遺跡 2 吉田I式 吉田m式
24 vn 南ーノ谷遺跡 2 加栗山田式 吉田 I式（古） 93 XVI 留ヶ宇p遺跡 2 石坂 I式 石坂I式
25 vn 前原遺跡 3 倉園B式 石坂I式 94 xvn 榎崎A遺跡 2 石坂 I式 石坂I式
26 VI 小牧3A遺跡 3 加栗山皿式 吉田 I式（新） 95 xvn 西丸尾B遺跡 3 岩本式 前平1I式
27 珊 水迫遺跡 2 水迫式 岩本式 96 xvn 岩之上遺跡 2 吉田I式 吉田m式
28 IX 栢堀遺跡 2 岩本式 前平 I式 97 XVII 鐘付遺跡 2 前平 I式 前平1I式
29 IX 横井竹ノ山遺跡 2 加栗山皿式 吉田 I式（古） 98 XIX 大中原遺跡 4 吉田 I式（古） 吉田m式
30 IX 東迫遺跡 2 石坂 I式 石坂I式 9 XIX 大中原遺跡 2 石坂 I式 石坂I式
31 IX 谷山弓場遺跡 2 吉田 I式（古） 吉田 I式（新） 100 XIX ホケノ頭遺跡 3 岩本式 前平Il式
32 区 苦辛城跡 2 石坂 I式 石坂n式 101 XJX 荒田原遺跡 4 前平1式 志風頭式
3 IX 伊佐之原遺跡 4 岩本式 前平皿式 102 XXI 深水谷川遺跡 4 政所式 中原V式
34 IX 鹿児島大学宇宿団地遺跡 3 加栗山1式 吉田 I式（古） 103 XXI 狸谷遺跡 2 岩本式 前平 I式
35 IX 清水城跡 2 加栗山1式 加栗山皿式 104 XXI 狸谷遺跡 2 政所式 中原皿式
36 X 加栗山遺跡 6 志風頭式 吉田 I式（新） 105 XXI 大丸•藤ノ迫遺跡 4 政所式 中原V式
37 X 加栗山遺跡 2 石坂I式 石坂I式 106 XXI 村山間谷遺跡 4 政所式 中原V式
38 X 大原遺跡 3 吉田 I式（新） 吉田m式 107 XXII 内屋敷遺跡 2 吉田I式 吉田m式
39 X 小山遺跡 2 吉田 I式（古） 吉田I式 108 XXII 内屋敷遺跡 2 別府原 I式 別府原n式
40 X 宮ノ上遺跡 2 石坂 I式 石坂n式 109 XXII 内屋敷遺跡 3 政所式 中原W式
41 X 宮ノ上遺跡 2 中原皿式 中原W式 110 xxm 木脇遺跡 3 加栗山n式 吉田 I式（古）
42 X 湯屋原遺跡 7 吉田 I式（古） 石坂n式 11 xxm 木脇遺跡 2 別府原 I式 別府原m式
43 X 湯屋原遺跡 2 政所式 中原m式 12 xx皿 椎屋形第2遺跡 3 別府原 I式 別府原皿式
4 X 建昌城跡 3 水迫式 前平 I式 13 xx皿 天ヶ城跡 2 加栗山m式 吉田 I式（古）
45 X 建昌城跡 5 前平1V式 加栗山皿式 114 xxm 高野原遺跡 2 加栗山1式 加栗山皿式
46 XI 桑ノ丸遺跡 4 岩本式 前平m式 15 xxm 橋山第1遺跡 3 前平1I式 前平IV式
47 XI 下市来原遺跡 3 前平m式 志風頭式 16 xxm 橋山第1遺跡 3 加栗山1式 吉田 I式（古）
48 XI 下市来原遺跡 2 加栗山1I式 加栗山m式 17 xxm 杉木原遺跡 2 岩本式 前平 I式
49 XI 石峰遺跡 2 石坂I式 石坂I式 18 xxm 杉木原遺跡 2 別府原 I式 別府原I式
50 XII 中尾田遺跡 3 前平 I式 前平1式 19 xxm 辻遺跡 2 別府原 I式 別府原n式
51 XII 中尾田遺跡 2 石坂 I式 石坂n式 120 xxm 芳ヶ迫第1遺跡 2 岩本式 前平 I式
52 xn 中尾田遺跡 3 政所式 中原w式 121 xx皿 芳ヶ迫第1遺跡 2 前平皿式 前平W式
53 xn 山崎B遺跡 3 加栗山1I式 吉田 I式（古） 12 xx皿 芳ヶ迫第1遺跡 2 加栗山I式 加栗山m式
54 XII 山崎B遺跡 2 吉田n式 吉田m式 123 xxm 芳ヶ迫第1遺跡 2 別府原I式 別府原m式
5 XII 木場A遺跡 3 加栗山I式 吉田 I式（古） 124 xxm 札ノ元遺跡 2 前平m式 志風頭式
56 XII 木場A遺跡 2 石坂I式 石坂I式 125 xx皿 札ノ元遺跡 2 加栗山1式 吉田 I式（古）
57 XII 木場A遺跡 3 中原m式 中原V式 126 xx皿 札ノ元遺跡 2 別府原 I式 別府原I式
58 XII 石打遺跡 2 加栗山1I式 吉田 I式（古） 127 xx皿 前ノ原第2遺跡 2 前平皿式 前平IV式
59 x皿 勝毛遺跡 2 石坂I式 石坂1J式 128 xx皿 ズクノ山第2遺跡E地区 3 別府原 l式 別府原m式
60 x皿 勝毛遺跡 4 政所式 中原V式 129 xxm 元野河内遺跡 2 別府原 I式 別府原n式
61 x皿 松尾山遺跡 2 加栗山n式 加栗山皿式 130 xxm ニツ山第1遺跡 2 加栗山1J式 加栗山皿式
62 XN 城山山頂遺跡 3 前平皿式 志風頭式 131 xxm 天神河内第1遺跡 2 前平W式 志風頭式
63 XIV 平栴貝塚 2 前平IV式 志風頭式 132 xx皿 柿迫遺跡 2 前平1式 前平m式
64 XN 平桔貝塚 2 加栗山1式 加栗山m式 13 xx皿 白ヶ野第2.第3遺跡 2 加栗山1式 加栗山m式
65 XIV 平桔貝塚 2 吉田I式 吉田m式 134 xx皿 内城跡 2 前平 I式 前平1式
6 XIV 上野原遺跡第2-7地点 4 志風顕式 加栗山皿式 135 xx皿 内城跡 2 加栗山I式 加栗山皿式
67 XIV 上野原第10地点 2 中原1V式 中原V式 136 xx皿 内城跡 2 別府原 I式 別府原皿式
68 XN 城ヶ尾遺跡 3 吉田 I式（新） 吉田m式 137 xx皿 上ノ原遺跡 3 加栗山皿式 吉田 I式（新）
69 XN 城ヶ尾遺跡 2 石坂 I式 石坂I式 138 xx皿 別府原遺跡 3 別府原 I式 別府原皿式
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第2表 継続利用時期・遺跡数一覧表
吉田 I式（古）期17例、吉田 I式（新）期6例、吉田I式期 2例、吉田皿式期10例、石坂 I式
期2例、石坂I式期21例、別府原I式期 5例、別府原m式期6例、中原m式期2例、中原IV式期
3例、中原V式期6例となっている。
このようにみてくると、岩本式～前平I式期、前平m式～志風頭式期、加栗山式～吉田 I式
（古）期、政所式～中原V式期において、継続例が集中していることが明らかとなる。しかし、
その一方で継続例が途切れることなく、型式を重複させながら推移していく点は、広域にみた場
合継続型の遺跡に断絶がないことを示している。このことから逆に考えると、 2'"'-" 3型式程度の
近接した時間幅での継続利用が一般的な姿であり、 4型式以上にわたる例は、居住地としての好
適な環境を提供する遺跡であったとの一般的な評価を除けば、型式分布上の意味をもつものでは
ない可能性を示唆している。
②各地域内における利用のあり方
ここでは、単期型の例も含めて各地域の遺跡利用のあり方について考えてみることにしよう。
上に述べたように、 4型式以上の長期継続型の利用例は限られているが、それらの分布をみて
みると、ある程度の遺跡数が確認されている地域では、 1ヶ所以上の長期継続型の利用例を含ん
でいる。第X・XXI地域ではそれぞれ3例確認されている。
2'"'-" 3型式期の継続利用例についてみると、一定数の遺跡が確認されている地域で安定的に分
布している。第XVI地域では2型式期の例が12例、 3型式期のものが 2例、 4型式期のものが2
例、第xxm地域では 2型式期の例が22例、 3型式期の例が 7例となっており、 2型式期のもの
-51-
が圧倒的多数を占めている。このことからもz,.,_,3型式期程度の継続例が一般的な存在であるこ
とが確認できよう。単期的利用例をここに含めれば、長くても 1,.,_,3型式程度の利用で居住地を
移動させる場合が多かった可能性を考えることができる。
その一方で長期継続型の例が一部重複しながら推移していく地域があることも確かである。例
えば、第X地域はその代表例である。建昌城跡で水迫式～前平 I式期まで継続し、前平I・m式
期の断絶期を挟んで、再び建昌城跡で前平W式期～加栗山m式期まで継続する。また、加栗山遺
跡では志風頭式期に利用が始まり、建昌城跡で利用が途絶えたのちも、吉田 I式（新）期まで継
続する。また、加栗山遺跡での利用に重複するように、小山遺跡では吉田I式（古）～（新）期
まで継続し、湯屋原遺跡でも吉田I式（古）～石坂I式期までの継続が認められる。また、大原
遺跡でも吉田 I式（新）～吉田m式期までの継続する。 こうした状況は常に長期継続型の遺跡が
1遺跡以上存在していることを示しており、比較的近接する遺跡間で移動が行なわれている可能
性を強く示唆している。また、少し視野を広げて第X地域に隣接する第XI地域をみれば、第X
地域には稀薄な岩本式～前平m式期（桑ノ丸遺跡）、前平皿式期～志風頭式期（下市来原遺跡）
の継続利用例が認められ、第X地域と第XI地域で補完的な関係がみられることから、近接地
域・遺跡間での移動の可能性をさらに傍証している。
また、第X地域に話を戻すと、土器の出土量においてさらに近接遺跡間の補完関係を確認する
ことができる。例えば、加栗山遺跡では吉田 I式（古） ． （新）期の土器の出土量が多いのに対
し、湯屋原遺跡ではこの時期の土器出土量は限られている。これが吉田I・m式期になると逆転
し、湯屋原遺跡での出土量が増加する。このことからみれば、吉田 I式（新）期までは加栗山遺
跡がより利用頻度の高い遺跡であり、湯屋原遺跡は衛星的・副次的な遺跡であったのが、吉田
ノ I • 皿式期には湯屋原遺跡での利用頻度が高くなるという現象を看て取ることができる。
こうした近接遺跡間での補完関係、すなわち移動現象は第XN地域の前平 I式～加栗山m式期、
第V地域の加栗山I式～吉田皿式期にかけての時期にもみることができ、結果的に長期継続利用
となった一定の居住地を確保しつつ、近接した遺跡間で居住地を移動させることも決して稀なこ
とではなかったことを示している。したがって、長期継続型の遺跡であっても、その利用形態に
は変動があるはずで、一つの遺跡が4型式以上にわたって変化することなく利用され続けること
はなかった可能性が高い。
今ひとつ、地域内の変動に関して見落とすことができないのは、継続型の遺跡が時期的に偏在
し、一定期間、単期型の利用例が散在的になる現象である。顕著な例を挙げれば、第XI地域で
は、吉田 I式（古）期以降、継続利用例はなくなり、きわめて散在的な利用へと変化している。
第XVII地域も同様で、遺跡数が多い割に継続利用例そのものが少なく、単期型の例が散在する状
況が全時期を通して認められる。特に加栗山式期前後の、他の地域では継続利用例が増加する時
期においても変化がない点は注目される。こうした現象は細かくみれば、ほかにも例が多い。こ
のことは、各型式期の遺跡の分布とも関係しており、型式間の分布の変化が如実に現れているの
であろう。すなわち、地域間の移動が顕著となる時期が存在したことを示していると考えること
ができる。この点について、次節でさらに検討してみることにしよう。
③型式分布の様態
本節では、地域ごとの利用形態および遺跡数の変動と、型式ごとの分布の変化を総合的に考え
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てみることにしよう。
先に岩本式～前平I式期の継続利用例が多いことを指摘したが、この時期の継続利用例は第
IV・V・VII"-'X II・XIV"-'XIX・XX I・XX皿地域と広範に認められる。しかし、前平I式期
以降の継続例は第V・IX・XI・XIV・XVI・XIX・xx皿地域に減少しており、さらにこれら
の地域に関しても、前平I式,.-.,IV式あるいはそれ以降の時期への継続例の有無によって分かれる。
上述のように、前平IV式期には分布全体が第X地域以東へと移動する傾向があり、このことが薩
摩半島部での継続利用例の前平IV式期における断絶現象となって現れている。
当然のことながら、前平IV式～志風頭式以降への継続例は、前平IV式期が確認される遺跡にお
いてのみ起こりうる現象であり、特に第X・XI・XIV・XVI・XIX・XX皿地域においてこの
時期の継続例が認められる。前平IV式期に断絶する地域でも志風頭式期の利用例が多く確認でき
ることは、すなわち長距離に及ぶ人の移動の結果と考えられる。
志風頭式～加栗山I式期にかけての時期の遺跡は第IV"-'XII・XIV"-'XVII・XX皿地域と広範
に認められる。しかし、吉田 I式（古）期以降への継続性を示す遺跡は多くの地域で減少する傾
向にあり、吉田 I式（古）期までの継続例が複数例認められるのは、第V・IX・XII・XVI・X
x皿地域に限られている。第V地域では4例、第XII・XVI地域では3例、第xx皿地域では 5
例を数える。比較的遺跡数の少ない第XII地域でこうした現象が認められるということは、この
時期に継続利用例が偏在化することを示している。逆に第X地域は加栗山遺跡で加栗山式～吉田
I式（古）期への継続例が認められるが、建昌城跡では吉田 I式（古）期には断絶し、小山遺跡、
湯屋原遺跡では吉田 I式（古）期に利用が開始されるなど、地域内での居住地の移動が生じてい
るようである。第XI地域や第XIV地域では加栗山式期で利用が途絶える遺跡が多く、そもそも
単期利用例も含めて吉田 I式（古）期の遺跡は少ない。したがって、この時期、継続的に利用さ
れる地域が限定されるとともに、地域外への移動が顕在化した可能性を指摘することができる。
この傾向は吉田 I式（新）期にさらに顕著となっており、吉田 I式（古）期からの継続例が認
められるのは、第V•VIII·IX·X·XIV·XIX·XX 皿地域で、その中でも複数例認められるの
は、第V・X地域に限定されている。つまり、吉田 I式（古）期に生じた現象は吉田 I式（新）
期にも続いており、むしろその傾向は強くなっていることが明らかとなる。第IV地域の池之頭遺
跡では加栗山皿式期以降の長期継続利用の中で吉田 I式（新）期のみ断絶している現象は象徴的
である。第V地域では吉田 I式（古）期まで桁ノ原遺跡を集中的に利用したのち、吉田 I式（新）
期に小中原遺跡へと移動し、吉田I式期に再度桁ノ原遺跡へと回帰するような現象が認められる
ことも、関連する現象であろう。第X地域の加栗山遺跡、大原遺跡、小山遺跡、湯屋原遺跡の関
係も同様である。
吉田I・皿式期の継続例も必ずしも多くない。継続例は第皿,.--..,y・X・XII・XIV"-'XVII・X
IX・XXII地域と、先行時期に比較すると増加しているようにみえるが、先にも指摘したとおり、
吉田 II 式の細分が進めば、吉田 I 式（新）期と変わらない状況になろう。吉田皿式• 倉園B式～
石坂 I式期にかけても、石坂 I式期の遺跡が多い割に、継続例は限られている。第IV"-'VI・IX"-' 
XII・XIV"-'XVI・XVII・XIX地域（この中には倉園B式が確認されていないものも含む）と比
較的多くの遺跡で確認できるものの、複数例存在する地域は限られている。吉田 I式同様に、石
坂I式の細分が進めば、さらにこの現象はより明確に把握できるであろう。
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一方、政所式～中原V式期の遺跡は継続利用を示す例が多い。第X・XII,......,XIV・XXI・X
XII地域で2型式期以上の継続例が確認されており、それは貝殻文円筒形土器の主体的分布地域
である第X・XII地域でもみることができる。政所式の一部が吉田式前後、中原皿,..,v式が石坂
式～下剥峰式・桑ノ丸式におおむね併行すると考えているが、このように理解すると、政所式・
中原式系列と貝殻文円筒形土器は空間的にも時間的にも重複して展開していたことになり、両者
がどのような相互関係を有していたのか重要となろう。
また、別府原式は第xx皿地域に限定される形で分布しているが、別府原式の出土遺跡で吉田
I式（古）や政所式が出土する例が複数存在しており、時期的に近い可能性を示唆している。こ
のことから考えれば、鹿児島県域を中心に変動が著しい吉田 I式（古） ． （新）期において、政
所式や別府原式との接点が生じていたことになり、吉田 I式期の変動がこれらの土器群の動向と
関わっている可能性も浮上しよう。この点については、本稿では踏み込めないが、分布からみた
時の貝殻文円筒形土器の展開を考える上で注目されるところである。
6 おわりに
以上、南九州の縄文時代早期前葉の各土器型式の分布を中心に検討を加えてきたが、あくまで
も現状での調査成果をまとめたにすぎず、十分な検討も展開しえなかった。しかし、その中でも
いくつかの問題点は抽出できたように思う。
すでに指摘されているように、我々が認識しうる一型式内でも移動が頻繁に行なわれているこ
とは時間の物差しとしての型式を考える上での大前提であり、本稿で継続型としたものでも、実
際は継続利用ではなく、断続的利用の重複の結果である可能性が高い。この点を考慮すれば、継
続型の一般的なあり方としての2"-'3型式期での居住地の移動現象は、より短期的な移動の可能性
を示しているといえよう。すなわち、どれほど長く見積もっても2"'3型式程度で移動が行なわ
れるということであり、この数を越えた長期的・安定的な居住形態はゼロに近い状況であった可
能性が高い。とすれば、加栗山式期を中心とする竪穴住居が多数検出された加栗山遺跡や上野原
遺跡は、きわめて頻度の高い移動・回帰が繰り返された結果である蓋然性が高いことになろう。
加栗山式期に各地域で遺跡数が増加する現象は、このことと表裏一体であろう。
また、注意すべき点として、比較的近接した遺跡間、地域内を移動する場合と、地域を越えて
比較的長距離を移動する場合も稀ではなかった可能性を指摘することができる。長距離移動が顕
著に現れる時期が存在することは繰り返し指摘したとおりであり、その背景には南九州の社会の
様態が関与している可能性も考慮する必要がある。
地域ごとの調査例の多寡や、調査面積の限界性など現状では超えることのできない制約もあり、
今後の調査の進展によって本稿で指摘した諸点が将来的に大きく変更されるであろうことはいう
を侯たない。むしろ、より踏み込んだ分析が可能となり、大きく異なる遺跡分布のあり方を抽出
することができるようになることを期待するところである。また、土器の型式学的研究を進展さ
せることによって、より細かな現象の把握を行なう必要性も、今回の作業を通して実感したとこ
ろである。筆者自身も含めて、今後の研究の深化を楽しみにしつつ、梱筆することとしたい。
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註
① 雨宮瑞生氏の一連の研究は、草創期に主眼を置くもので、特に豊富な遺構・遺物が出土した掃除山遺跡と
桁ノ原遺跡の分析・検討から草創期における定住化の問題を取り上げるが、早期に関しても諸々の資料の検
討を行ない、定住生活の諸相について論を展開している。氏の明確な問題意識と多角的な検討手法は今後の
研究においても継承されるべきものであることはいうまでもない。
② 九州島内の押型文土器に関しては、層位学的・型式学的検討のもと、帯状施文を特徴とする川原田式が最
古型式に措かれてきたが、川原田式の型式としての存在を疑う見解〔水ノ江1998〕や、川原田式以前の押型
文土器が存在するという見解、さらには押型文土器に伴うと長く理解されてきた無文土器が押型文土器に先
行して単独で存在する時期があることを指摘する見解〔綿貫1999、遠部2003〕など、既往の押型文土器編
年を根本的に構築しなおす必要性が認識される現在、押型文士器以前の九州島内の土器と押型文土器の併行
関係の検討は今後の最重要課題である。筆者自身は押型文土器に関する理解が浅く、自らの見解を提示でき
る段階にないが、少なくとも南九州においては、押型文土器の波及（一定量を伴う段階）は石坂式土器より
ものちに位置づけている。その押型文土器は稲荷山式ないし早水台式の段階であり、本州島と対比させれば
おおむね黄島式に相当する。少なくとも、九州島内には本州でいうところのネガティヴ押型文は存在しない
という立場に立つ。筆者のこの考えは、円筒形押型文土器である弘法原式土器〔水ノ江1998〕が、九州島内
でも比較的古い段階（稲荷山式ないしそれ以前）に位置するという理解のもと、石坂式以降に措かれる下剥
峰式・桑ノ丸式土器との関連性を重視することに依拠する。なお、こうした筆者の立場は、遠部慎氏の御教
示によるところが大きいことを明記する。
③ 木崎氏は政所式と中原I式を別個の士器として理解し、政所式と中原 I式を併行関係に捉えるが、政所式
と中原I式は同一の土器型式（その中での細別は別として）として捉えることが可能である。筆者の理解が
木崎氏の企図するところと異なっているとすれば、筆者の誤解であり、お詫び申し上げるところである。
④木崎氏は中原 I式を前平式に併行させ、中原I式すなわち政所式を前平式よりも若干後出する位置に措く。
また、押型文士器との関係では川原田式以前に位置づけている。
⑤ 狸谷遺跡出土資料の見学に際しては熊本県教育委員会埋蔵文化財調査事務所、村山闇谷遺跡出土資料の見
学に際しては人吉市教育委員会にご高配を賜った。
⑥ 政所式は口縁部外面に縦方向、中原m式は横位の貝殻条痕を細かい波状に仕上げるという特徴を有してお
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り、続く中原IV・V式は直線状の横位条痕という施文手法を有している。すなわち、中原皿,..__,V式に関して
は、施文方法の点で一貫性が認められるが、政所式と中原皿式の間には施文の際のエ具の動作上およびでき
あがった文様の外観という点で、大きく異なっている。政所式と中原皿式を時系列上に先後関係で措き、か
つ比較的近い時期的関係にあることは筆者も認めるが、その変化についてはなお検討を必要とすると考える。
⑦ 「別府原式土器」については近いうちに改めて検討の俎上に載せたいと考えている。なお、本稿で I,._, 皿
式という分類案を提示するにあたっては、宮崎県埋蔵文化財センターの御厚意により、別府原遺跡、権現原
第1・2遺跡、内屋敷遺跡、内城跡、木脇遺跡、杉木原遺跡、上ノ原遺跡の資料を見学させていただいたこ
とを明記しておく。
⑧ 遺跡の集成にあたって、鹿児島県域に関しては黒川忠広氏の集成〔黒川編2002〕を参照し、氏の集成に
漏れていた資料およびそれ以降に刊行された報告例を追加した。また、熊本県域および宮崎県域に関しては、
熊本県教育委員会および宮崎県教育委員会•宮崎県埋蔵文化財センターの刊行報告書を中心に集成作業を進
めた。両県ともに各市町村教育委員会で刊行された資料に関しては、極力網羅的検索を進めたが、筆者の資
料収集能力を超えて多分に遺漏する資料もあろう。遺漏したであろう資料に関しては、深くお詫びする次第
である。なお、資料の検索・収集にあたっては、関西大学文学部考古学研究室、大阪府埋蔵文化財センター、
鹿児島県立埋蔵文化財センター、姶良町教育委員会にお世話になった。
⑨ 本文中にも記したように、各土器型式内でさらに細分が可能と考えられる部分もあり、今後型式分類研究
を深化させていけば、本稿で取り上げた遺跡の利用パターンの認識も深めることができることはいうまでも
ない。型式細分研究の重要性の一端はまさにこの点にある。
⑩ 鹿児島県立埋蔵文化財センター• 前迫亮ー氏のご教示によると、中種子町三角山遺跡で石坂 I式土器が出
土しているとのことである。
⑪ なお、島原半島の国見町小ヶ倉A遺跡では、前平1I式の可能性をもつ土器が出土している〔辻田・竹中
2003〕。同じく出土している早期末の条痕文土器との判別が難しいところであるが、筆者自身の観察によれ
ば条痕文土器の一部は前平1I式である可能性が高い。資料の実見にあたっては国見町教育委員会の辻田直人
氏に貴重な機会を頂戴し、実見の際に深野信之、遠部慎両氏よりご意見を頂戴した。
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康宏氏による「宮崎県西部における縄文早期遺跡の概観ー出土土器を中心にして一」（『九州縄文時代早期研
究ノート』第 1号）に触れた。黒川氏による貝殻文系土器の集成は宮崎県、熊本県、大分県を対象としたも
ので、筆者が確認し得なかった遺跡を多く収録している。しかし、その集成の結果が本稿で指摘した点に大
幅な修正を迫るものではないと考えている。改めて、氏の集成成果を踏まえ、本稿で設定した各地域の実態
を考える機会を設けることとしたい。また、重留氏の論考は、本稿でも取り上げた「別府原式」を「前原西
式」として呼称し、その型式内容を論じている。その型式名称はともかく、型式内容や細分において筆者の
考えを訂正する必要はないと判断し、「別府原式」の名称を優先させることとした。いずれにせよ、改めて検
討を必要とする土器群であることはいうまでもない。
また、国見町小ヶ倉A遺跡の前平式土器に関しては、深野信之氏による紹介があることを記しておく。
深野信之2003「南九州外の貝殻文円筒土器①ー長崎県国見町小ヶ倉A遺跡の前平式土器ー」『九州縄文時代
早期研究ノート』第1号、九州縄文時代早期研究会、 54頁
(2004年2月4日追記）
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遺跡集成表
【第1地域】
番号 遺跡名 水迫式
岩本式 I式 I式Im式 W式 ・-ー- I式 n式 m式11式（古） I式（新） I式 m式
1 潟山遺跡 ． 
2 出水貝塚 ． ． 
【第Il地域】
番号 遺跡名
9』ヽ=- -~- I 式 Il 式皿式 lV式·~--- I式_n―式 m式II式（古） I式（新） Il式Im式
3 松尾城跡
18 計志加里遺跡
19 前畑遺跡
【第m地域］
番号 遺跡名
4 丸岡遺跡
5 床並A遺跡
6 小市原遺跡 ，． 
96 楠ヶ宇都遺跡
［第W地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
I.I栄山式 吉田式 倉園B式 石坂式 別府原
式 政所式
中眼ヰ
1式 Il式 m式 W式 I式 l式 m式 I式（古） I式（新） Il式 m式 I式 n式 I式 Il式 m式 皿式 lV式 V式
7 寺堀遺跡 ． 
8 針原遺跡 • ， 才野ヶ原遺跡 ． • 
10 蝸ヶ城跡 ． 
1 瀧之段遺跡 • 
12 上ノ原遺跡 ． ． ． ． 
13 市ノ原遺跡 ． ． ． ． • 
14 今里遺跡
15 池之頭遺跡 ． り:,印や訂●→ゃ鷺1 f,t賢閏●¥:, 崎●悶樗，a．尻閤,; ．． 
16 雷山遺跡 ． 
17 仮牧段遺跡 ． 
23 小松迫遺跡 ~ 悶,.〗24 稲荷原遺跡 誓● 斎●i嘉'.J}~ ． 翌●晨凰●':) 喜●3』・: ． 
20 一宇治城跡 ． 
21 竹ノ山A遺跡 ． 
2 瀬戸頭B遺跡 ． 
［第V地域］
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
加呆山ヨ 舌日式 倉園B式 石坂式 誼原三 政所式
甲原ヨ
I式 Il式皿式 1V式 I式 n式 m式 I式（古） I式（新） Il式皿式 I式 Il式 I式 Il式 m式 m式 N式 v式
27 塚ノ越遺跡 ． ？ ． ． 
28 小堀遺跡 ． ． 
29 松崎遺跡
30 窪見ノ上遺跡 ． 
31 入来遺跡 ． ． if.式,;t去璧支且●入ふ
32 牟礼ヶ城跡 • 3 小中原遺跡 ． 点,,対ニ・j; ． [i●：； ば●，(;j鬱●哀 泣万'•IlFi:
34 宇治野原遺跡 ． 
35 河内原遺跡 :t,.,;~ 
"f,'{"lt'":¢ "ミ  :ri.t: 岱 ． ;；●： ぅ~;·棗36 栴ノ原遺跡 に；●斎 I,t; 型ギ●怠 叫 虞と・:;茎悔.,; ． 37 上加世田遺跡 ． 
38 平田尻遺跡 ． 
39 愛宕B遺跡 ． 
40 小原ノ原遺跡 ． 
41 ヘゴノ原遺跡 冨•)iギ缶・：
42 西大原遺跡 ． 
43 志風頭遺跡 • ． ． 4 干河原遺跡
45 一寸原遺跡 ． 
53 矢倉ヶ迫遺跡 ． ？ 
54 鷹爪野遺跡 ． ． 
【第VI地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
忠風頭式
/JJ未山ヰ 百田式
倉園B式 石坂式 別府原メ 政所式
中犀ヰ
1式 Il式 m式 N式 I式 n式 m式 I式（古）［式（新） I式 m式 I式 Il式 l式 D式 m式 m式 W式 V式
46 小江平遺跡 • ． 
47 二本木遺跡 ． 
48 奥木場遺跡 ． ． 
49 滝ノ下遺跡 尋:,1;ば〗 蔦-~i ． ． 
50 山ノ尻遺跡 号.長蕊●孔
51 茅野一里塚遺跡 ． 
62 登立遺跡 ． 慧●冗粒●翠誌虚ぎ●昇翌
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【第珊地域］
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
JU未山 呂田式
倉園B式 石坂式 別府原己 政所式 i'切.. 
［式 I式 m式 IV式 I式 n式 m式 I式（古） ］式（新） I式圃式 I式 Il式 I式 Il式 皿式 m式 IV式 V式
52 石川路平遺跡 ． ． 
5 石坂上遺跡 ． 
56 知覧城跡 • ． 57 打出口西遺跡 ． 
58 小谷原遺跡
59 霜出遺跡 ・桑定●六 ． 60 ＿ツ谷遺跡 ． 
61 永野遺跡 ュ→汀●i';Jij悶:,五fl ． ． 63 南ー ノ谷遺跡 1;;•~': ;'$_~t• ら〗 ． 
64 前原遺跡 塁●亨ミ.,~名・品 ． 
65 堂山迫遺跡 ． 
6 瀬世向江遺跡 ． 
67 簸伏遺跡 ． • 68 高吉遺跡 ． ． 
69 下加治佐遺跡 ． 
70 源JI遺跡 ． 
71 丸岡遺跡 ． ． 
72 折尾遺跡 ． 
73 渕別府遺跡 ． 
74 雷丸遺跡 ． 
79 下大原遺跡 ． ． 
【第Vl1地域］
盲
【第1X地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式 前平式 志風頭式
加栗山式 百田式
倉園B式 石坂式 別府原式 政所式 中原え1式 Il式 m式 IV式 I式 Il式皿式 I式（古） I式（新） I式 m式 I式 I式 I式 Il式 m式 皿式 W式 V式
80 東迫遺跡
→全ー・ミ・言81 谷山弓場城跡 い謬●で三i□戸●dてさ ． 
82 苦辛城跡 ． 芝●巳ご●芋
83 伊佐之原遺跡 二●二泣It青,r;• を＇歪 ． ． ． 84 鹿児島大学宇宿団地遺跡 定●望ミ●尺渠:).t\~il;
269 鹿児島大学桜ヶ丘団地遺跡 ． ． 
85 大龍遺跡 ． 
86 南州神社遺跡 ． ． ． ． ． ． 
87 清水城跡 ． (t• 直ff; ． 
8 前平遺跡
25 炉堀遺跡 'J~ ●';'! 'i:t'!~ ． ． ？ 
26 横井竹ノ山遺跡 ぞ:"・え宣ど●ご旦c
【第X地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
/JI栄山式 百田式
倉園8式 石iほ~ 別府原式 政所式 中原日I式 Il式 m式 W式 I式 I式皿式 I式（古） 1式（新） Il式皿式 I式 n式 I式 Il式皿式 m式 IV式 V式
89 加栗山遺跡 ． 妥・:ざtt,! f_l;fo ~;,, 区ここ●こ全マ ． 
~· 冠
ス・：芸
90 大原遺跡 ,. .,,． '.:.• ;1:― ． 
91 小山遺跡 ． 謬亭・こ ． 
92 宮ノ上遺跡 に●笑l'.i,lc' ； ＼ー・一L翌93 湯屋原遺跡 ． ． t;: 
94 常盤原遺跡 ． 
95 前掲川河底遺跡 • 97 建昌城跡 l't入咤·~'.乞芙,.i炉 屯●芍塁忍ek,
"—'•r ~:• 気;<ti ． ． ． 
【第XI地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
n栗山式 百田式
倉園B式 石坂式 別府原式 政所式 中原式I式 D式皿式 W式 I式 n式 m式 I式（古） I式（新） -n式皿式 I式n式 I式 Il式 m式 皿式 W式 V式
. 98 ニ代寺遺跡 ． ． ． 
9 桑ノ丸遺跡 恒へし『 ． ． ． 
10 下市来原遺跡 ． i(iJ贄Lギ;t!
101 高峠遺跡 ． 
102 笹原遺跡 ． 
103 竹山遺跡 ． 
104 東原遺跡 ． 
105 石塚遺跡 ． 
106 木屋原遺跡 ． ． 
107 石峰遺跡 ． E●賢 ．ゞ、;: ． 
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【第XD地域】
式 罰平式 ，,来w, 吉田式 石h式 別府原5 中原ヰ
番号 遺跡名 水迫式岩本 1式 Il式 m式 1V式志風頭式 I式 Il式 m式 l式（古） 1式（新） Il式 m式倉園B式 I式 Il式 I式 Il式 m式政所式 m式 1V式 V式
112 柳松遺跡 ● ● 
113 星塚遺跡 ● 
14 中尾田遺跡 』.,:・, ,.,. か,;., ● ； .,i ● , ,・:e, い●蕊','●!，り,,:●灼
115 山崎B遺跡 ● 罰●叫□●；i'瓢訊'’1,:,<,:’<,'e• ●’’鑽,似:i’'や:・、.＂• ’ I●，↑ j'., ●;＂ ● 
116 木場A遺跡 朋：，，!:t•i愁●，:'''' '尺●，:・,.,',,.,¥ , : ●書・·•::ぃ.,J/1
117 石打遺跡 腐［い●バ＇, ． ． 
118 今園遺跡 ● 
119 花ノ木遺跡 ● ● 
120 界子仏遺跡 ● 
121 成政C遺跡 ● ● ● ● ??
?
? ? ? ? ? n式IIl式． 
【第XIV地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
1liJ平式 U哭 U」 吉田式 倉園B式 石"' 別府原： 政所式 中 /jlエI式 l式皿式 W式 志風頭式 I式 n式 皿式 I式（古） ［式（新） l式皿式 1式 Il式 I式 Il式 皿式 m式 W式 V式
122 本御内遺跡 霞 ． 123 城山山頂遺跡 I塙.,:, ． ． 124 平桁貝塚 鴛●，盗担●，：，'.1, ＇各●応 哀●月
125-1 上野原遺跡第10地点 ． 始●鵞色●；紐
125-2 上野原遺跡第2-7地 切籟●翌化喝●忍四●直．f,.}11 ． 
126 栗ノ脇遺跡
117 永磯遺跡 ． 
128 城ヶ尾遺跡 ． 譴',l●加忙邸 勺i!●員炉●,t『 悶●： 尻,er ． 
129 番屋下中段遺跡 均●.' 氾●舟忍●合 ． 
130 前原和田遺跡 ． ． 
134 宮原遺跡 ． 
135 高篠坂遺跡 ． 謬亨●c:;', 和匂灼ぽ●匂ぶ ． 
【第xv地域】. 
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
/JU来山ヰ 吉田式 倉園B式 石
又工 別府原式 政所式
中原工
I式 n式 m式 W式 I式 n式皿式 I式（古） I式（新） D式 m式 I式 E式 I式 E式皿式 m式 IV式 V式
132 宮田遺跡 ． ． 
133 炭床 I遺跡 ． ． 
171 前床遺跡 ． 
176 上楠原遺跡 t'.'.•o'心:J●; . ょ』i.":,:
177 石仏頭遺跡 if., 翌.呈『
178 西祓）I遺跡 盃●ぎず• こ．．人
180 打馬平原遺跡 年・； 百吐~● 心隠 >'..\:, 笠●袋 ． 吃●l,' 唸●・:; ． 
【第XVI地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
/AJ来 Wヰ 百田式 倉園B式 石 Xエ
IJ府I只
政所式
中原工
I式Ill式皿式 W式 1式 Il式 m式 I式（古） I式（新） n式Im式 I式 n式 I式 Il式 皿式 m式 N式 V式
131 楠木岡C遺跡 ． 
136 地蔵免遺跡 ; 手と・ 穏少●ごぷ
137 平松城跡 ？ ． ． 
138 掛尾遺跡 ？ ． 
139 宮ノ後遺跡 ． 
140 倉野遺跡 ． ． つ
141 田吹野遺跡 臼●；干釘 たev:
142 鎌石遺跡 ． 
143 西中畑遺跡
144 鎌石橋遺跡 ． 
145 出口B遺跡 ． 
146 潤ヶ野遺跡 ？ 
147 井出平遺跡 』"•:,~ I手』・i:'・ ． 148 倉園B遺跡 ． ご•>: ・ザミ—芯,.・又こ 炉~.}均心:丘●・., ご●"ふ
149 道重遺跡 ． 
150 上出水遺跡
151 下田遺跡 ． 
152 坂の上遺跡 ，＇: ●討沖●も
153 夏井土光遺跡 ． ． ． ． 
154 別府（石踊）遺跡 ？ ． ． ． 
155 島廻遺跡 ？ ． 
156 上田屋敷遺跡 ． ． 
157 柳遺跡 ｝ぇ●菱辛名●弓"''' 喜●支竺，:;溶●喜j,と；_閲●心
158 蓑輪遺跡 ． ． 
159 山ノロ遺跡 ． 
160 仮屋A遺跡 ． 
161 柳井谷遺跡
162 松ヶ尾遺跡 ． 
163 堀ノ内遺跡 ． 
164 葛蒲田遺跡 ． ． ． 
165 香之田遺跡
166 前谷遺跡 ． ． ． 
167 京ノ峯遺跡 ． 
168 宇都谷遺跡 ． 
169 砂田A遺跡 ． ． 
170 山ノ田遺跡 ． 汽●,;・ 況●汀 I ． 
172 留ヶ宇戸遺跡 喧●；＃ド●叫 棗●淳・覧).;●腐嘉 ． ＂足：.,,, 芯●江 遅●虻苓●,;: 
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【第XVII地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
, ・ェ' 志風頭式 U禾 U』エ 吉田式 倉園B式 石坂式 別府原ヨ 政所式 叶犀ヰI式 n式 m式 W式 I式 l式 m式 I式（古） 1式（新） Il式 m式 I式 n式 I式 n式 皿式 m式 W式 V式
173 鶴羽遺跡 ． 
174 早山遺跡
175 中ノ原遺跡 ． 
179 王子遺跡
181 前畑遺跡 ． 
182 榎木原遺跡 ． ． 
183 飯盛ヶ岡遺跡 ． 
184 榎崎A遺跡 ． 
~-· 迄
委●→亨
185 榎崎B遺跡 ． ． ． ． 
186 西丸尾遺跡 ． 
187 西丸尾B遺跡 定●嚢点●こ氏・苫 ． 
18 大畑平遺跡 ． 
189 岡泉遺跡 ． ． ． ． 
190 岩之上遺跡 ． 桁●~.戸;:eご ． 
191 霧島ヶ丘遺跡 ． 
192 谷平遺跡 ． ． 
193 伊敷遺跡
? ?
．?
???
【第XIX地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
,., 禾山コ 百日式
倉園B式 石 i江 別府原式 政所式 甲原五
I式 n式I皿式 IV式 I式 r式 m式 I式（古）［式（新） n式 m式 I式 Il式 I式 I式 m式 皿式 W式 V式
20 矢太郎落し遺跡 ． 
201 横高尾遺跡 ． I 
202 鳥ノ巣遺跡 ． ． ． 
203 道ノ迫遺跡 • 204 大中原遺跡 ~ ぇ●)i';,●: f ． 》呑ニ・こい贔●□4 :i•t ：索t;;こ J;e案こ.j205 ホケノ頭遺跡 ·;~;-苺 •ニ206 荒田原遺跡 ． t•:c 竺●認 ． ． 
［第xx地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
加呆山五 百田式
倉園B式 石坂式 別府原式 政所式 中原式I式 Il式 m式 W式 I式 I式 m式 I式（古） I式（新） I式 m式 I式 Il式 I式 Il式 m式 皿式 lV式 V式
207 JI脇遺跡 ． 
208 下剥峰遺跡
209 奈佐田遺跡 ． 
210 永谷山遺跡
21 安久保遺跡 • 212 龍安坂遺跡 ． 
213 駒取野遺跡
214 西俣遺跡 ． 
215 中平地遺跡 ． 
【第XXI地域］
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風頭式
n栗山式 舌田式
倉園B式 石iほ［ 別府原5 政所式 中原ヨI式 Il式皿式 lV式 I式 Il式皿式 I式（古） ［式（新） I式皿式 1式 I式 I式 Il式 m式 m式 W式 v式
216 深水谷川遺跡 忌●き浸●心t,,, き立●-
217 城・馬場遺跡 ． 
218 狸谷遺跡 冨●旦tit)t • ~ ~ 219 大丸•藤ノ迫遺跡 • ？ \~·:; 吃・ざ20 白島平A遺跡 ． ． ． 
21 白鳥平B遺跡 ． 
22 村山開谷遺跡 ． ． ． 苺itえ・覧・舌季●ミ'e；●さ
【第xxn地域J戸11 内屋敷遺跡
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【第xx皿地域】
番号 遺跡名 水迫式 岩本式
前平式
志風眼式
Il栄山ゴ 百日式 倉園B式 石i式 別府原式 政所式 甲原式
I式 Il式皿式 N式 I式 Il式 m式 I式（古） I式（新） Il式 m式 I式 I式 I式 D式皿式 I式 W式 V式
23 堂地西遺跡 ． ． 
24 椎屋形第1遺跡 ． ． 
25 椎屋形第2遺跡 • • ． 記●『I!:iii,• り'.;LI屈
26 東城原第3遺跡 ？ 
27 木協遺跡 ． ． 喜●屠星●塁悶詞●尉賃 麿●り ,11~e;,: ;:,ct:? ． ． 
28 八久保第2遺跡 ． ．
29 的野遺跡
130 天ヶ城跡 ． ． 
231 高野原遺跡 砂 ？ 232 橋山第1遺跡 喜；．喜属ト・賣窮・悶 ． ． 
23 権現原第2遺跡  ． 
234 杉木原遺跡 訊●筐i，置●I~ ． 麟●畠員●闘
235 永ノ原遺跡 ． 
236 権現i第1遺跡 ？ ． ． 
237 下星野遺跡 ． ． 
238 辻遺跡 • ． \••> 鳳●召
239 鹿毛第3遺跡 ． ． ． 
240 芳ヶ迫第1遺跡 彎i.闊惰●,'i—〗 鳳●驀鼠●喜 后●9州●隠 喜●烹宜●》
270 芳ヶ迫第3遺跡 ． 
241 札ノ元遺跡 ． 虞●闘虐●息麟●麟 ？羞.:『~裳●閏樗旦●匁院心 げ●烏 百•；li
242 ズクノ山第2遺跡F地 ． ． ． 
243 前ノ原第2遺跡 ． 應，!:●喜魯●贋 ． 
24 ズクノ山第2遺跡E地 ． 且●〖翠●長麿●喜 ． 
245 馬渡第1遺跡 ． 
246 元野河内遺跡 ． ． 帆●：9贔●賃
247 高野原遺跡 • ． ． ． 
248 ツー山第1遺跡 ． 汎●il•i 澪●ミ＇
249 天神河内第2遺跡 ． ． 
150 天神河内第1遺跡 凰●喜葛f●覧翌
151 黒草第1・3遺跡 ． 
151 井出ノ尾遺跡 ． ． ． 
253 松元遺跡 ． ． ． 
154 柿迫遺跡 ． ;;,;.• 閂ぶ●:7' ． 
25 枯木ヶ迫遺跡 ． 
256 上の原遺跡 ． ． 
257 上の原第2遺跡 ． 
258 上の原第3遺跡 • 
259 白ヶ野第2.第3遺跡 • ?~ 覧●覧:;,色・こ ． ． 260 内城跡 "!.:':) 如'et:' ． 悶●翌 心●→七釘●：:（•贔 • • 
261 西ヶ迫遺跡 ． 
262 上ノ原遺跡 ご●:;-璧ご●霜',〗門●懸亙 ．
264 別府原遺跡
： 
合●予・塁 ~i,J]  • 
265 元地原遺跡 ． 
268 天ヶ谷遺跡 ． • ． ． 
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